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　町では、第２次三種町総合計画のサブタイトル
を「若者や女性が輝く三種（ふるさと）創造プラ
ン」としています。若者たちが元気なまちづくり
を、若者たちと一緒に考えるため「みたねの若者
作戦会議」が始まりました。
　会議のテーマを
「みたねのいいね！を見つけよう」「みたねのいいね！を見つけよう」

～三種町の魅力を発信する作戦会議～～三種町の魅力を発信する作戦会議～
とし、参加者を町のホームページと広報「みたね」
で募集し、18歳から20歳代前半の11人が集ま
りました。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
町
在
住
者
、
町
出
身
者
、
高
校
生
、

学
生
、
社
会
人
、
主
婦
と
さ
ま
ざ
ま
。
自
己
紹
介
で

町
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

干
場
今
日
子
さ
ん　

23
歳

「
東
京
で
生
ま
れ
て
、
三
種
町
で
育
っ
た
。

一
度
県
外
へ
出
て
、
旦
那
を
連
れ
て
帰
っ

て
き
た
。
三
種
町
の
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
る
。」

三
浦　

圭
介
さ
ん　

21
歳

「
春
に
は
仕
事
で
県
外
へ
出
ま
す
が
、
実

力
を
つ
け
て
地
元
に
戻
っ
て
き
ま
す
！
」

吉
崎　

恭
平
さ
ん　

22
歳

「
町
内
企
業
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。」

　

工
藤　

昇
太
さ
ん　

22
歳

「
高
校
生
ま
で
は
県
外
へ
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
県
外
へ
行
っ
て
、

町
の
よ
さ
が
分
か
っ
た
。
町
に
帰
っ
て
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。」

近
藤　

結
実
さ
ん　

23
歳

「
干
場
さ
ん
の
熱
い
思
い
に
誘
わ
れ
て
、

参
加
し
た
。
一
緒
に
町
の
こ
と
を
考
え
た

い
と
思
っ
て
い
る
。」

信
太　

夏
綺
さ
ん　

21
歳

「
三
種
町
の
住
み
心
地
が
よ
く
、
外
へ
出

た
い
と
思
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
町

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」

メンバー
紹 介

みみりょくある
 た たのしい話題を
ねねットで発信

平成30年２月 2



★18歳までの医療費無料！
　子育てするには最高！これはすごい！
★じゅんさい！生産量日本一なのに、
　関東では知らない人が多いのはもったいない！
★釜谷浜の砂像がすごい！見た人が驚く！
★釜谷浜駐車場がアスファルトなところ！
　シャワーの後、足に砂がつかないまま車に乗れる！
★釜谷浜の風車！当たり前の景色だけど、
　他からみたら珍しい！
★高校生漫才コンビＤ＆Ｃが有名！
★山も川も海もある町はうらやましがられる！
★田舎ならではの良さがある！
　もっとPRしよう！
★イベントがあって、自然がいい！
★米がおいしい！他県と味が全然違う！
★三種町は居心地がいい！
　外へ出たいと思わなかった！
★仕事で町外へ出たら、
　三種町の良さが分かった！
★道の駅があるのはラッキー！
　体験学習室があるのもすごい！
　だけど、知られていない・・・
★ＪＡＮビニ！
　始まったときはテレビにも出てた！
★釣りがしやすい！海も川も潟もある！
　県外から来る人も多い！
★温泉もいい！

　

町
で
は
、「
三
種
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

や
「
第
２
次
三
種
町
総
合
計
画
」
な
ど
で
、
町
の
諸
課
題
に
対

す
る
方
向
性
を
示
し
、
そ
の
施
策
に
つ
い
て
、
毎
年
、
住
民
意

識
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
町
内
の
中
学
３
年
生
全

員
と
、
18
歳
以
上
の
１
５
０
０
人
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
若
者
の
仕
事
や
生
活
環
境
を
心
配
す
る
声
が
多

い
反
面
、
若
い
方
が
た
へ
期
待
す
る
声
も
多
く
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
若
い
世
代
か
ら
町
の
将
来
に
対
し
て
た
く
さ
ん
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
住
民
意
識
調
査
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
４
・
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
）

　

そ
こ
で
、
若
い
世
代
の
声
を
聴
き
、
若
者
が
輝
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
町
が
一
緒
に
考
え
る
た
め
、「
み
た
ね
の
若
者
作
戦
会

議
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

初
会
合
の
12
月
27
日
は
「
三
種
の
魅
力
を
発
見
し
、
よ
り

よ
い
手
法
で
発
信
す
る
」
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
活

用
し
、
町
の
自
慢
で
き
る
風
景
や
人
、
も
の
な
ど
を
個
々
に
見

つ
け
、
発
信
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

みたねの若者
作戦会議始動

　
「
み
た
ね
の
若
者
作
戦
会
議
」
へ
の
参
加

を
希
望
す
る
方
は
、
現
在
活
動
中
の
メ
ン

バ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
役
場

企
画
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
藤　

璃
奈
さ
ん　

18
歳

「
以
前
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
機
会
が
あ
り
、
今
回
の
作
戦
会
議
に
興

味
が
わ
き
ま
し
た
。」

近
藤
早
紀
子
さ
ん　

23
歳

「
知
り
合
い
に
山
も
川
も
海
も
あ
る
町
は

羨
ま
し
い
と
い
わ
れ
た
。
町
の
良
さ
を
Ｐ

Ｒ
し
た
い
。」

三
浦　

壮
舟
さ
ん　

22
歳

「
町
内
で
働
い
て
い
ま
す
。」

工
藤　

真
奈
さ
ん　

21
歳

「
県
外
へ
出
た
経
験
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
三

種
町
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
外
へ
出
な

け
れ
ば
良
さ
に
気
づ
か
な
か
っ
た
か
も
。」

佐
々
木
優
太
さ
ん　

21
歳

「
就
職
を
考
え
る
と
き
、
町
内
の
他
の
企

業
の
こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
地

元
で
働
き
た
い
人
の
た
め
に
、
企
業
の
紹

介
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
っ
た
。」

会員募集

インスタグラム　＃三種若者(mitanewakamono)
ツイッター　　　@mitanewakamono
フェイスブック　三種若者作戦会議 検　索検　索索

メンバーが見つけた

三種町三種町ののいいね！いいね！

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係　

☎
８
５
―
４
８
１
７
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51.6

43.7

27.0

23.5

20.2

14.1

4.4

0.4

3.3

58.2

48.2

21.3

23.9

15.7

11.3

6.1

1.4

3.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
安全で住みやすく、

便利で快適に暮らせるまち
（生活環境・基盤が整ったまち）

保健・医療・福祉施設が充実し
健康で安心して暮らせるまち

（福祉充実のまち）

自然と共生する美しいまち
（自然が豊かで、自然と調和したまち）

農林漁業や商工業など
活力のある産業のまち
（経済的に豊かなまち）

多くの人が訪れる観光・交流のまち
（にぎやかなまち）

教育・文化・スポーツなどが
充実したまち

（生涯学習のまち）

地域に開かれた住民自治のまち
（自立と協働のまち）

その他

無回答
今回【ｎ=455】

前回【ｎ=560】

10.3

7.5

8.6

2.2

11.6

10.1

22.2

6.2

7.3

0.9

13.2

5.9

7.7

5.7

4.5

11.3

18.0

24.5

4.3

6.6

2.0

9.6

0％ 10％ 20％ 30％
宅地や町営
住宅の整備

上下水道の整備

公園や広場など
憩いの場の整備

ごみ処理対策の充実

消防や防犯など
生活安全対策

生活道路の整備

バスや鉄道など
公共交通対策

携帯電話やインターネット
など情報通信の整備

現状のままでよい

その他

無回答
今回【ｎ=455】

前回【ｎ=560】

2.2

3.3

6.4

1.5

35.8

32.3

7.5

4.4

1.1

5.5

2.1

2.5

6.4

2.3

25.2

45.7

4.6

4.8

1.8

4.5

0％ 20％ 40％ 60％

育児ボランティア
など地域福祉の充実

保育園や幼稚園の
施設整備・拡充

延長保育や乳幼児保育
など保育サービスの充実

学童保育（児童館等）の充実

出産や育児、教育などの
経済的負担の軽減

若者定住対策
（雇用・住宅対策）

育児休暇の取得など
労働条件の改善

現状のままでよい

その他

無回答
今回【ｎ=455】

前回【ｎ=560】

将来どのような町にしたいですか？QQ

33.4

37.0

13.4

13.1

48.1

39.7

2.4

2.7

2.6

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回
【ｎ=455】

前回
【ｎ=411】

人口減少を食い止め、増加するように努力すべき
現状程度の人口を維持すべき
人口減少は仕方ないので、不都合を改善していくべき
人口が減少してもしなくてもどちらでもよい
無回答

人口減少社会について、あなたの考えに一番近いのは？QQ

　町では、町の施策についての意見を今
後のまちづくりに反映させるため「住民
意識調査」を毎年行っています。
　今年度は10月に町内の中学３年生全
員と、町内に住所がある18歳以上の
1,500人に郵便でお願いしました。
　中学生の回収率は99.2％、18歳以上
の回収率30.3％。
　設問は42問ですが、今後のまちづく
りに関する結果をいくつか紹介します。

三種町三種町のの将来将来にに

 　　　　望 　　　　望むむ意
見意見

生活環境について、最も重要だと思うことは？QQ 少子化対策で最も重要だと思うことは？QQ

平成30年２月 4



50.3

14.5

7.9

21.8

1.5

4.0

50.5

13.4

10.4

18.9

2.9

3.9

0％ 20％ 40％ 60％
「住民との協働」を進めるなど
行政コストをできるだけ抑え、
行政サービスの水準や負担は

維持するべきである

行政サービスの水準を多少
下げても、負担増は控える

べきである

行政サービスの現状維持や
水準の高い行政サービスの
提供を受けるためには、今
以上の負担もやむを得ない

わからない

その他

無回答

限られた財源の中で、新たな行政課題への
対応のために必要だと思う行政運営は？QQ

今回【ｎ=455】

前回【ｎ=560】

7.3

12.1

36.9

4.6

14.7

9.7

7.7

2.6

4.4

7.7

11.1

32.3

7.0

16.4

11.3

8.8

2.0

3.6

0％ 20％ 40％
ほ場整備や農道整備など

生産基盤の整備

農業組織・法人化（集落営農等）
の推進による農業経営体の育成

担い手及び新規就農者の
後継者育成

農地の保全と流動化
（受委託等）の促進

年間を通した農業（ハウス
栽培等）など複合経営の推進

農産物の加工・販売の拡充

現状のままでよい

その他

無回答

農業振興について、最も重要だと思うことは？QQ

28.8

12.1

22.0

8.1

10.5

9.9

3.1

5.5

27.5

10.9

27.3

6.8

11.6

10.4

1.1

4.5

0％ 10％ 20％ 30％ 40％
幼児・小中学校
教育内容の充実
学校施設の改修
などの整備・充実
統廃合による学校

規模の適正化
講座やサークルなど
生涯学習の充実

公民館や図書館などの
生涯学習拠点施設の整備

現状のままでよい

その他

無回答
今回【ｎ=455】

前回【ｎ=560】

教育について、最も重要だと思うことは？QQ

三種町が将来
もっと、子育て
しやすい環境に
なっていてほしい。

もっといろんな人に
自然の良さを
知ってもらって、

たくさんの人に
きてもらいたい。

人口増加のため、
サンドクラフト以外にも
大きな行事をつくればよい。
健康になるクアオルトを

増やす。

スーパーや
遊べる施設が
ほしい。

交通手段を
増やしてほしい。

快適な生活が
出来る町。

将来、三種町は
犯罪がなく、

にぎやかで自然あふれる
町にしてほしい。

三種町にもっと働ける場を
多くしてほしい。

町の人が
住みやすい町。

全国の人に
三種町を

知ってもらい、
観光で訪れる人が
多くなって
ほしい。

三種町の有名な
食べ物が、全国の
人々に伝わるように
なってほしい。

静かに勉強できる
場所がほしい。

町にどんな職場があるのか
知る機会がほしい。

将来三種町に住むことを
考えると、町にどんな仕事が

あるか分からない。

また、少子高齢化が
進んでいるため、お年寄りと
若者が協力して出来る活動が

あってほしい。

危険な建物や
使っていない建物を
出来るだけなくし、町を
きれいにしてほしい。

もっと観光に
力を入れて、
三種町の人口を
増やしてほしい。

自然が
豊かでとても
きれいなので、
見ながら
くつろげる

公園があればよい。

子育て支援が充実して
いるから、もっと周りに
アピールするといいと思う。

交通の便が不便なので、
どうにかしてほしい。
地域に根付いている

伝統文化が残ってほしい。

中学生中学生のの自由記述自由記述でのでの意見意見

広報 みたね
mitane town
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１
月
４
日
、
琴
丘
総
合
体
育
館
を
会

場
に
平
成
30
年
三
種
町
消
防
出
初
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
団
員
３
２
５
人
が
琴
丘
総
合

体
育
館
に
集
合
し
、
祈
願
祭
で
今
年
の

無
火
災
を
祈
願
し
た
後
、
駐
車
場
に
移

動
し
て
町
長
や
三
種
消
防
団
団
長
、
三

種
消
防
署
署
長
の
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

　

式
典
は
団
員
を
は
じ
め
来
賓
な
ど
約

３
７
０
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
三
浦

町
長
は
式
辞
で
、
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

が
日
頃
か
ら
訓
練
活
動
等
を
行
い
心
身

の
鍛
錬
と
技
術
の
向
上
に
努
め
、
町
民

の
熱
い
期
待
に
応
え
て
い
る
こ
と
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
活
動
が
し

や
す
い
環
境
整
備
と
地
域
防
災
体
制
を

進
め
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
こ
と
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

金
子
団
長
か
ら
は
、
秋
田
県
に
お
い

て
、
記
録
的
な
大
雨
に
み
ま
わ
れ
、
本

町
で
も
、
７
月
中
に
３
回
の
避
難
勧
告

等
を
発
令
す
る
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

に
触
れ
、「
予
期
せ
ぬ
災
害
に
的
確
に

対
処
し
て
い
く
の
が
消
防
人
と
し
て
の

使
命
で
あ
り
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
技

術
の
向
上
や
消
防
人
と
し
て
の
意
識
の

高
揚
に
努
め
、
一
致
団
結
し
て
災
害
に

立
ち
向
か
い
、
無
火
災
の
年
に
な
る
よ

う
消
防
団
員
の
団
結
を
よ
り
強
固
に

し
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

一
層
努
力
す
る
こ
と
を
誓
う
」
と
訓
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
人
と
し

て
地
域
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
き
た
団

員
に
対
し
秋
田
県
知
事
表
彰
を
行
っ
た

ほ
か
、
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
な
ど

１
０
１
個
人
お
よ
び
８
団
体
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
青
山
竹
千
代

さ
ん
（
本
部
副
団
長
）
が
「
諸
先
輩
、

地
域
の
皆
様
の
指
導
援
助
に
感
謝
し
、

消
防
人
と
し
て
与
え
ら
れ
た
任
務
遂
行

の
た
め
、
よ
り
一
層
精
励
す
る
覚
悟
で

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
席
者
全
員
で
県
消
防
の
歌

「
わ
れ
ら
あ
り
」
を
斉
唱
し
、
万
歳
三

唱
を
行
っ
て
今
年
一
年
の
無
火
災
を
誓

い
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

火の用心  ことばを形に  習慣に

三種町消防出初式

無火災祈願

受賞者代表謝辞

平成30年２月 6



秋
田
県
知
事
表
彰

◆
有
功
章

　

加
賀
谷
鉄
秋　
　

加
藤　

雅
文 

　

寺
沢　

梶
人　
　

関　
　

優
征

　

牧
野　

勝
精

◆
35
年
永
年
勤
続
章

　

青
山
竹
千
代　
　

三
浦
摩
壽
雄

 

◆
30
年
永
年
勤
続
章

　

熊
谷　
　

勉　
　

児
玉　
　

隆

　

石
川　

正
志

◆
25
年
永
年
勤
続
章

　

大
谷　

金
良　
　

鈴
木　
　

寿

　

金
子　

誠
孝　
　

工
藤　

一
博

　

工
藤　

正
人　
　

池
内　

清
浩

　

近
藤　

幸
男　
　

畠
山　
　

恵

　

加
賀
谷
幸
悦　
　

近
藤　
　

聡

　

工
藤　
　

勝　
　

児
玉　

輝
美

　

大
山　

利
明　
　

池
内　

卓
也

　

高
橋　

幸
喜　
　

三
浦　

誠
一

　

荒
谷　

要
伸　
　

石
井　
　

悟

◆
20
年
永
年
勤
続
章

　

近
藤　
　

徹　
　

工
藤　

仁
徳

　

髙
堰　

英
孝　
　

山
中　

博
人

　

高
橋　

正
弘　
　

安
藤　

義
隆

　

三
浦　

清
美　
　

石
井　

一
明

　

三
村　

昌
憲　
　

安
田　

文
一

　

進
藤　
　

司　
　

田
森　

博
文

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
10
年
勤
続
章

　

成
田　

拓
弥　
　

三
浦　

昌
樹

　

児
玉　

和
人　
　

近
藤　

亨
城

　

大
山　
　

司　
　

加
藤　

秀
悦

　

髙
松　

隆
太　
　

唐
土　

洋
平

　

田
村　

嘉
明　
　

石
井　
　

浩

　

泉　
　

浩
司　
　

牧
野　
　

心

　

児
玉　
　

亘　
　

清
水　
　

誠

　

平
川　

友
也　
　

山
内　

良
貴

秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

◆
７
年
勤
続
章 

　

近
藤　

英
徳　
　

工
藤　

直
樹

　

木
村　

昭
仁　
　

野
呂
田　

修

　

渡
邊　
　

憂　
　

田
村　
　

篤

　

北
林　
　

満　
　

佐
々
木
省
吾

　

荒
川　

拓
也　
　

門
間　

裕
大

三
種
町
長
表
彰

◆
５
年
勤
続
表
彰

　

落
合　
　

学　
　

田
中　
　

晃

　

石
井　
　

透　
　

児
玉　

健
宏

　

近
藤　

敬
一　
　

児
玉　

佳
史

　

清
水　

邦
雄　
　

長
内　
　

斉

　

西
川　

将
司　
　

若
狭　

洋
悦

　

川
村　
　

巧　
　

近
藤　

和
人

　

関　
　

裕
佑　
　

三
浦　

勇
樹

　

牧
野　

孝
範　
　

伊
藤　

兼
一

　

清
水　

郁
美

◆
優
良
警
火
団
表
彰

　

湖
北
小　

安
戸
六
こ
ど
も
会

　

琴
丘
小　

新
屋
敷
こ
ど
も
会

　

森
岳
小　

林
崎
こ
ど
も
警
火
団 

　

金
岡
小　

豊
岡
こ
ど
も
警
火
団 

◆
無
火
災
分
団
表
彰　

　

三
種
第
２
分
団　

９
年
８
か
月

　

三
種
第
４
分
団　

１
年
８
か
月

　

三
種
第
５
分
団　

２
年
４
か
月

　

三
種
第
７
分
団　

１
年
２
か
月

※
無
火
災
分
団
の
参
考
記
録

〈
平
成
30
年
１
月
４
日
現
在
〉

　

旧
琴
丘
第
６
分
団　

26
年
０
か
月

　

旧
琴
丘
第
５
分
団　

24
年
９
か
月

　

旧
八
竜
第
８
分
団　

20
年
９
か
月

　

旧
琴
丘
第
２
分
団　

20
年
５
か
月

三
種
町
消
防
団
長
表
彰

　

河
村　

成
人　
　

斉
藤　

秀
一

　

大
髙　

一
成　
　

児
玉　

昭
弘

　

加
藤　

晴
喜　
　

近
藤　

宏
幸

　

小
玉　
　

力　
　

佐
藤　

勝
真

　

三
浦　

昌
樹　
　

安
田　

一
哲

　

笹
村　

健
太　
　

珍
田　

宇
臣

　

大
久
保　

亮　
　

北
林　
　

徹

　

関　
　

洋
平　
　

田
森　

洋
平

　

清
水　

郁
美　
　

畠
山　

秀
友

新団員募集
三種町消防団

　地域の防災リー
ダーとして、将来の
担い手となる若い力
を募集します。
◆問い合わせ先
　町民生活課　消防防災係

　　　　　☎85－4823

秋田県知事表彰（有功章）

優良警火団表彰

広報 みたね
mitane town
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11
月
３
日
、
三
種
町
で
ク
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
、映
画
『
デ
イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
』

の
ロ
ケ
が
11
月
27
日
、
秋
田
県
内
で
の

全
撮
影
日
程
を
終
え
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。

　

俳
優
と
し
て
数
多
く
の
作
品
で
活
躍

中
の
山
田
孝
之
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
、
脚
本
か
ら
ロ
ケ
地
の
交
渉
、
ス
ポ

ン
サ
ー
と
の
交
渉
な
ど
も
行
い
、
初
め

て
裏
方
に
徹
し
た
作
品
で
す
。

　

そ
の
舞
台
と
し
て
、
風
車
の
あ
る
街

の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
三
種

町
が
、
鹿
角
市
、
秋
田
市
と
と
も
に
ロ

ケ
地
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
撮
影
場
所
の
選
定
な
ど
に

協
力
し
て
き
ま
し
た
。
９
月
28
日
に
は

「
映
画
「
デ
イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
」
制
作

支
援
三
種
町
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト
へ
の
炊
き

出
し
な
ど
を
中
心
に
町
内
外
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
撮
影
を
支
援
し
ま

し
た
。

11
月
22
日
、
八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
山
田
孝

之
さ
ん
は
じ
め
、
制
作
支
援
三
種
町
実

行
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
選
ば
れ
た
三
種
町
や
鹿
角
市
の

キ
ャ
ス
ト
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
秋
田
で
の
撮
影
に
つ

い
て
、「
画
に
な
る
風
景
が
多
か
っ
た
。

こ
の
映
画
が
秋
田
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
思

う
。
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
炊
き
出
し
を
担
当
し

た
櫻
田
澄
子
さ
ん
（
安
戸
六
）
は
、
早

朝
か
ら
深
夜
に
ま
で
お
よ
ぶ
映
画
撮
影

で
俳
優
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
へ
温
か

い
も
の
や
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
を
提
供
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
岩
谷
作
一
さ
ん
（
芦

崎
）
は
、「
空
家
探
し
か
ら
事
前
準
備

に
奔
走
し
た
り
大
変
で
し
た
が
、
山
田

さ
ん
の
、『
こ
の
地
で
心
に
響
く
映
画

を
作
ろ
う
』と
い
う
言
葉
に
感
激
し
て
、

最
後
ま
で
実
行
委
員
皆
で
頑
張
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
機
会
を
与
え
て

く
れ
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
映

画
に
携
わ
っ
た
こ
と
へ
の
苦
労
と
感
謝

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

映
画
は
平
成
30
年
度
中
の
公
開
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
実
行
委
員
会

を
中
心
に
映
画
公
開
ま
で
の
情
報
提
供

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
、町
を

Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

映映映映
画画画

貴重な体験が
出来ました。

撮
影
終
了

臨場感のある撮影現場
「落書きの壁を作成している時は流石
に怪しまれました」（美術スタッフ 談）

役場でのロケ（11月４日）

炊き出しなどの裏方で支援
オーディションで選ばれた、菊池祐さん
（金光寺・左）佐々木龍雅くん（大谷地）

岩谷作一さん、櫻田澄子さん

食べるシーンの彼は
とても迫真の演技でした！
食べるシ ン

山田さん絶
賛！？

山田さん絶
賛！？

平成30年２月 8



長
年
の
功
績
を
た
た
え
て

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
７
月

９
日
か
ら
10
日
ま
で
の
日
程
で
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
民
生
児
童
委
員
制
度
が
創
設

さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
目
に
あ

た
る
記
念
の
年
で
、
大
会
で
は
、
全
国
民

生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
に
よ
る
永
年
勤

続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
（
10
年
以

上
勤
続
）
が
行
わ
れ
、
三
種
町
か
ら
は
９

名
の
方
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
25
日
に
は
秋
田
県
民
会
館

に
お
い
て
民
生
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記

念
秋
田
県
民
生
児
童
委
員
大
会
が
行
わ

れ
、
秋
田
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

に
よ
る
特
別
表
彰
（
20
年
以
上
勤
続
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
三
種
町
か
ら
は
現
任
の

委
員
３
名
と
、
退
任
さ
れ
た
委
員
２
名
の

５
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
全
国
大
会
及
び
県
大
会
で

表
彰
さ
れ
た
方
が
た
に
つ
い
て
は
、
12
月

22
日
、
サ
ン
バ
リ
オ
で
行
わ
れ
た
町
の
民

生
児
童
委
員
研
修
会
に
お
い
て
賞
状
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
が
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三浦　國子さん 工藤　悠子さん 柴田千津子さん

平澤千代子さん

小山　裕子さん

渡邊　房子さん

赤川　博美さん

川村ヒサ子さん

清水　愛子さん

笹村　芳⺿子さん

児玉眞知子さん

泉　　英幸さん

　ＣＣＳＣＣＳとは、工場や発電所などから
発生する二酸化炭素を含んだガスから二
酸化炭素を分離・回収して、地下深くの
安定した地層の中に貯留する技術です。
　町では、三種町ＣＣＳプラント誘致協
議会を設立し、二酸化炭素貯留施設（Ｃ
ＣＳプラント）の誘致を進めており、Ｃ
ＣＳの理解と誘致の機運を高めるため、
三種町役場本庁、じゅんさいの館、道の
駅ことおかに誘致看板を設置しました。

❶３.6ｍ×０.9ｍ
　役場本庁、じゅんさいの館、道の駅ことおか
❷ 1.8ｍ× 1.2ｍ　役場本庁、道の駅ことおか

看板設置の詳細

◆問い合わせ先　ＣＣＳプラント誘致協議会（商工観光交流課内）　☎85－4830

全国民生児童委員協議会会長表彰

秋田県民生児童委員協議会会長表彰

広報 みたね
mitane town
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１
８
７
８
年
（
明
治
11
年
）
２
月
20
日

に
「
海
外
旅
券
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、「
旅

券
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
を
記
念
し
て
生
ま
れ
た
の
が「
旅

券
の
日
」
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
大
切
な

パ
ス
ポ
ー
ト
を
確
認
す
る
日
に
し
て
み
て

下
さ
い
。

　

町
で
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
本
庁
の
み
）
三
種

町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
は
、
三
種
町

役
場
以
外
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
続
き
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

町
民
係

☎
８
５
―
４
８
２
５

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
、
登
記
問
題
な
ど
、
困
り
ご
と

や
悩
み
ご
と
等
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
月
７
日

　
八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　

※
相
談
時
間　

10
時
〜
15
時

【
人
権
擁
護
委
員
】　

八
竜
地
域

　

見
上　

雅
子　

成
田　

隆
道

　

工
藤　

富
直

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

町
民
係

☎
８
５
―
４
８
２
５

　

平
成
30
年
度
の
加
入
申
し
込
み
が
、

２
月
１
日
よ
り
受
付
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害
共
済
制
度

は
、
県
民
が
助
け
合
い
、
災
害
に
あ
っ

た
方
が
た
を
救
済
す
る
制
度
で
す
。
秋

田
県
内
（
秋
田
市
を
除
く
）
に
住
ん
で

い
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
の
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
セ
ッ

ト
で
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

★
交
通
災
害
共
済

　

掛
金
年
額
３
０
０
円

　

道
路
上
に
お
い
て
、
自
動
車
、
バ
イ

ク
、
自
転
車
等
に
よ
る
事
故
に
よ
る
死

傷
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
歩
行
中
に
こ

れ
ら
の
乗
り
物
に
ひ
か
れ
た
り
し
た
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
死　
　

亡
〉
１
０
０
万
円

〈
後
遺
障
害
〉
50
万
〜
１
０
０
万
円

〈
傷　
　

害
〉
入
院
１
日
２
０
０
０
円

通
院
１
日   

８
０
０
円

２
月
〜
７
月
ま
で
は
、
県
内
の
秋
田
銀

行
、
北
都
銀
行
、
羽
後
信
用
金
庫
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
又
は
郵
便
局
、
秋
田
や
ま

も
と
農
業
協
同
組
合
で
も
加
入
で
き
ま

す
。（
派
出
窓
口
を
除
く
）

★
不
慮
の
災
害
共
済

　

掛
金
年
額
７
０
０
円

　

急
激
か
つ
偶
然
の
外
来
の
事
故
に
よ

る
死
傷
が
対
象
で
す
。【
道
路
以
外
で

の
自
動
車
等
に
よ
る
事
故
、
作
業
中
の

事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
中
の
事
故
、
災
害
時

（
地
震
、
火
災
、
台
風
等
）
の
事
故
な

ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。】

〈
死　
　

亡
〉
60
万
円

〈
後
遺
障
害
〉
30
〜
60
万
円

〈
傷　
　

害
〉
入
院
１
日
１
１
０
０
円

※
通
院
治
療
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

◆
共
済
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日

〜
平
成
31
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
の
場
合
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら

◆
問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
込
み
窓
口

　

町
民
生
活
課　

消
防
防
災
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
３

　

山
本
総
合
支
所　

地
域
振
興
係

　

☎
８
３
―
２
１
１
１

　

琴
丘
総
合
支
所　

地
域
振
興
係　

　

☎
８
７
―
２
１
１
１

特
設
人
権
相
談
所
開
設

２
月
20
日
は「
旅
券
の
日
」

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
12月中 H29累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数 １件 ２件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 １件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 ０件
全県市町村順位（25市町村中）10位（先月11位）↑

平成29年飲酒運転追放等競争最終結果
（25市町村中）10位（H28年８位）↓
飲酒運転は絶対やめましょう！

　秋田地方法務局能代支局（☎54－4111）
では、平日８時30分～17時15分まで人権相
談を受け付けています。
　お気軽にご利用ください。

相談は無料で
秘密は厳守します。

平成30年２月 10
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８
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８
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２
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４
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２
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◆申告についての問合せは　☎85－4828　税務課　賦課係まで

区　分
琴丘地域（会場：琴丘総合支所） 山本地域（会場：山本総合支所） 八竜地域（会場：八竜改善センター）

対　象　地　区 対　象　地　区 対　象　地　区
２月６日 小新沢・羽立・上新屋敷・勝平 不動田・中野
２月７日 柏木岱・小出・小又口・落合・塚ノ岱 小町・谷地ノ沢・外ノ沢
２月８日 入通・増浦・神馬沢・鰄渕・砂子沢・二本杉 向達子・蛭沢・増沢
２月９日 天瀬川・市野・種沢 長面
２月13日 達子・館ノ下・宮ノ目 芦崎・大谷地・追泊
２月14日 小谷沢・川代・内鯉川・浜鯉川 芦崎・大谷地・追泊
２月15日 泉沢・長信田・牡丹 大口・釜谷
２月16日 外岡・割道・志戸橋野 大口・釜谷
２月19日 志戸橋 浜田
２月20日 豊岡 浜田
２月21日 高屋敷・中村・羽根川・千刈田 羽立・根岸・金光寺野
２月22日 新屋敷 藤木台・金光寺
２月23日 新田・中嶋・黒瀬・逆川 安戸六・川尻・久米岡
２月26日 深浜・新町・猿田 鵜川
２月27日 槻田・和田 鵜川・富岡
２月28日 中沢・東二本柳・２次・３次ゆうタウン 泉八日・昼寝・横長根
３月１日 館村・八幡越・川藤 温泉・木戸沢・上台・石倉沢
３月２日
３月４日 平日申告できない方 平日申告できない方
３月５日 林崎 富岡・鵜の巣・十八坂・餅の沢・飯塚
３月６日 山谷 二ツ森・牛沢・山口
３月７日 鹿南 大町
３月８日 鹿中 大曲・萱刈沢
３月９日 寒城・飛塚・大町 大曲・萱刈沢
３月11日 全　　地　　区　　対　　象　　　　平日申告できない方　　　　　　　　（八竜改善センター）
３月12日 鹿北 上記で申告できなかった方
３月13日
 ～

３月15日
全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　　（八竜改善センター）

・平成30年度  町県民税・所得税申告相談日程 受付時間  午前９時00分から午後３時30分まで

●各地区申告受付時間は午前９時から午後３時30分までです。受付時間に合わせておいでください。
●出来るだけお住まいの地区の指定日においでください。都合の悪い場合は、他の地区の指定日でも申告できます。
●税務課及び各総合支所地域振興係窓口では申告相談を行っておりませんので、ご用のある方はいずれかの会場にお越しください。

平成30年度　 町県民税・所得税申告相談のお知らせ
　２月６日から３月15日の日程で町県民税・所得税の申告相談が始まります。申告書は１月中に送付
しておりますが、申告書が届いていない場合でも、申告の必要がある方は、申告に必要な書類等を準備
のうえ、出来るだけ指定された日時に会場へお越しください。

能代税務署からのお知らせ（申告書作成会場について）

◆問い合わせ先　能代税務署　☎52－6111

◆開設期間：２月16日～３月15日（土、日および祝日を除く）
　　　　　　開設期間前は申告書作成会場を設置しておりません。
◆受付時間：9：00～16：00（提出は17：00まで）
◆開設時間：9：00～17：00
◆開設場所：能代合同庁舎

※平成29年分の確定申告から医療費控除の適用に
あたっては、医療費の領収書の添付または提示に
代わり、「医療費控除の明細書」の添付が必要に
なりました。

（注）平成31年までの確定申告については、領収書
の添付または提示によることもできます。

広報 みたね
mitane town
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代わり、「医療費控除の明細書」の添付が必要に
なりました。

（注）平成31年までの確定申告については、領収書
の添付または提示によることもできます。

広報 みたね
mitane town
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ウ
ス
の
天
井
の
解
放
設
備
で
対
応
し
て
お

り
、
加
え
て
樹
勢
を
強
め
に
管
理
し
て
弱

ら
せ
な
い
栽
培
に
徹
し
て
い
た
。

　

土
壌
病
害
に
つ
い
て
は
萎
凋
病
（
い

ち
ょ
う
び
ょ
う
）
が
多
く
次
い
で
青
枯
病

（
あ
お
が
れ
び
ょ
う
）
に
悩
ん
で
い
た
。

こ
れ
も
気
候
の
違
い
で
我
々
の
産
地
で
は

難
し
い
が
、
太
陽
熱
消
毒
と
低
濃
度
ア
ル

コ
ー
ル
還
元
消
毒
を
主
で
行
い
補
助
的
に

ダ
ゾ
メ
ッ
ト
剤
施
用
に
よ
る
消
毒
を
行
っ

て
お
り
、
併
用
し
て
接
ぎ
木
苗
（
台
木
品

種
は
、
ほ
ぼ
同
じ
物
を
使
用
）
定
植
で
対

応
し
て
い
た
。

◆
瀬
口
能
研 

視
察

（
熊
本
県 

玉
名
市
）

　

私
た
ち
ト
マ
ト
部
会
に
お
い
て
、
指
定

肥
料
と
し
て
扱
っ
て
い
る
瀬
口
能
研
へ
20

余
年
ぶ
り
に
視
察
し
た
が
、
現
地
工
場
・

倉
庫
・
農
場
は
未
だ
に
地
震
の
影
響
が

残
っ
て
お
り
、
作
物
・
設
備
の
視
察
は
で

研 

修 

報 

告

　

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
ト
マ
ト
部
会

　
　
　
　
　
　

部
会
長　

山
田　
　

長

◆
現
地
視
察
と
圃
場
視
察

　

玉
名
農
業
協
同
組
合

（
熊
本
県 

玉
名
市
）

　

玉
名
農
業
協
同
組
合
は
、
ト
マ
ト
の
国

内
作
付
が
最
も
多
い
熊
本
県
の
中
で
も
最

大
級
で
、
生
産
の
み
な
ら
ず
販
売
に
お
い

て
も
先
進
地
で

あ
る
。
大
玉
ト

マ
ト
で
は
単
協

で
も
秋
田
県
Ｊ

Ａ
取
扱
面
積
に

匹
敵
す
る
規
模

で
あ
っ
た
。

　

生
産
者
個
々

の
意
識
も
高

く
、
平
均
40
ａ

の
ト
マ
ト
に
稲

作
と
他
野
菜
と

い
っ
た
経
営
が

多
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
熊
本
で
は
夏
場
は

暑
す
ぎ
る
た
め
こ
の
期
間
は
ト
マ
ト
を

作
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、
収
穫
は
今

頃
（
視
察
日
は
１
５
９
農
家
中
30
農
家
が

出
荷
）
か
ら
翌
年
の
夏
前
頃
ま
で
に
な
る

そ
う
だ
。

　

気
候
が
違
う
の
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い

が
、
収
穫
期
間
が
秋
田
の
倍
も
あ
る
。
そ

の
た
め
10
ａ
当
た
り
収
量
は
平
均
で
18
㌧

と
非
常
に
高
い
（
坪
当
た
り
植
え
付
け
本

数
は
我
々
と
大
差
の
な
い
６
〜
７
本
）。

　

今
回
こ
の
産
地
を
視
察
先
に
選
ん
だ
理

由
に
、
私
た
ち
と
同
じ
「
サ
カ
タ
の
タ

ネ
」
品
種
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
我
々
の
産
地
の
現
在
抱
え
て
い
る
課

題
と
し
て
「
土
壌
病
害
・
高
温
時
の
生
育

不
良
・
収
量
確
保
」
が
あ
り
参
考
に
で
き

る
部
分
が
多
く
あ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て

視
察
し
た
。

　

収
量
確
保
に
つ
い
て
は
、
被
覆
肥
料
の

元
肥
重
視
施
肥
で
、
追
肥
の
労
力
を
抑
え

た
栽
培
で
あ
り
、
そ
の
分
面
積
の
拡
大
と

整
玉
・
管
理
へ
傾
け
て
い
た
。
高
温
対
策

に
つ
い
て
は
、
送
風
フ
ァ
ン
の
常
設
や
ハ

き
な
か
っ
た
。
肥
料
の
製
造
は
で
き
て
い

る
が
、
農
場
で
の
栽
培
・
研
究
は
来
年
か

ら
順
次
で
き
る
見
込
み
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
近
年
で
き
て
い
な
か
っ
た
私

た
ち
の
産
地
へ
の
訪
問
指
導
が
今
回
の
視

察
を
き
っ
か
け
に
で
き
そ
う
だ
と
の
こ
と

で
視
察
訪
問
の
成
果
が
あ
っ
た
と
思
っ

た
。

　

今
回
の
研
修
に
よ
り
、
各
肥
料
の
形
状

の
変
更
と
そ
れ
に
よ
る
肥
効
・
施
肥
量
の

変
化
等
、
疑
問
で
あ
っ
た
案
件
が
だ
い
ぶ

解
消
さ
れ
た
。

◆
サ
カ
タ
の
タ
ネ
福
岡
支
店 

　
　
　
　

視
察
（
福
岡
県
博
多
市
）

　

最
後
に
、
私
た
ち
ト
マ
ト
部
会
へ
今
の

主
力
品
種
を
定
着
さ
せ
た
、
サ
カ
タ
の
タ

ネ
研
究
員
か
ら
研
修
を
受
け
た
。

　

九
州
で
の
各
品
種
の
作
付
動
向
と
、
今

後
の
主
流
に
な
る
で
あ
ろ
う
品
種
に
つ
い

て
の
見
解
を
得
た
。

◆
終
わ
り
に

　

今
回
の
研
修
か
ら
、
部
会
の
取
り
組
み

と
し
て
高
温
対
策
と
土
壌
病
対
策
へ
の
継

続
し
た
取
り
組
み
を
確
認
で
き
た
。
ま

た
、
品
種
重
視
栽
培
に
よ
る
秋
田
県
内
Ｊ

Ａ
ト
ッ
プ
の
販
売
単
価
維
持
向
上
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
政
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
６

　

本
事
業
は
、
農
業
の
中
核
と
な
る
べ
き
農
業
者
の
方
が
た
が
、

先
進
農
業
地
の
優
れ
た
農
家
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
生
産
技

術
等
を
体
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
研
修
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。 が

、技。

◆視察研
修報告書

　ＪA秋
田やまも

とトマト
部会

【研修地
】

熊本県玉
名市・福

岡県博多
市

三
種
町
農
業
人
材
育
成
事
業
報
告

平
成
29
年
度

平成30年２月 12



◆申し込み・問い合わせ先　福祉課　地域包括支援センター　☎85－4835

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

●
と　

き　

２
月
28
日

●
と
こ
ろ　

山
本
公
民
館

●
参
加
費　

無　

料

今
月
の
予
定

「いきいき元気塾」日程

●琴丘地域を利用される方へ
琴丘地域会場は２回（パレス琴丘）ありますが、初
めて利用される方は、原則として琴丘地域Ｂを利用
していただきます。

地域 八竜地域 琴丘地域Ａ 山本地域

会場 八竜改善センター パレス琴丘 山本公民館

月日 ２月６日 ２月13日 ２月20日

◆
認
知
症
予
防
教
室

　

わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

◆
転
倒
予
防
教
室

　

い
き
い
き
元
気
塾

　

転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を
予
防

し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
運
動
を
通
し
て
筋
力
の
維
持
、
向

上
を
は
か
り
ま
す
。

●
参
加
費　

１
１
０
０
円

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル（
ミ
ニ
）
代

（
お
持
ち
で
な
い
方
）

　

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
脳
を
活
性
化

し
、
認
知
症
予
防
を
め
ざ
し
ま
す
。

　もの忘れで困っている方や家族、認
知症の方を支えたい方が集まってお茶
を飲みながら交流し、語り合う場です。
どなたでもご参加いただけます。
●と　き　２月15日　
　　　　　13：30～15：00
●ところ　琴丘地域拠点センター
●参加費　無料（出入り自由）

おれんじカフェおれんじカフェ
認知症になっても
　　　地域で暮らすために… ■

各
教
室
共
通
事
項

　

対　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上

　

持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物

　

申
し
込
み　

随
時　

　
　

※
教
室
は
毎
月
１
回
開
催
予
定

　

時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

※琴丘地域Ｂはお休みです

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か　

　
　

介
護
保
険
の
こ
と

　
　
　
　

介
護
予
防
の
こ
と

◆
介
護
予
防
講
座
◆

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
み
な

さ
ん
の
介
護
予
防
を
支
援
す
る
た
め
に
、

「
介
護
予
防
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
仲
間
で
「
介
護
保
険
の
こ
と
」、

「
介
護
予
防
の
こ
と
」
を
学
び
、
高
齢
化

が
進
む
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

対  象 各集落の自治会、婦人会、老人クラブ等の団体（概ね10名以上）

内  容

講話「介護保険のしくみと介護予防について」
講師：健康運動指導士　児玉　美幸 氏
・『介護保険』はどのように使われているか知っていますか？40歳
以上の方は介護保険料を納めていますが、要介護状態の方が増え
ると介護保険料が上がります。
・寝たきりになりたいと思う方はいないはず。講座を通してできる
限り要介護状態になる時期を先延ばしすること、そして自分の年
金を守ること、さらには高齢化が進む地域のことについて考えて
みませんか。

会  場 地区集会所等（会場の確保と参加者の参集をお願いします。）
回  数 １回　（90分程度）
日  時 申込み後に調整のうえ決定
費  用 無料

認知症早期発見のための「もの忘れ相
談プログラム」の体験ができます。

三種町産の自然薯を食べてみませんか。
すぐ食べれる、すりおろし自然薯もご用意しております。
是非、この機会に地元産の自然薯をお召し上がり下さいませ。

●すりおろし自然薯　
●すりおろししない自然薯 （税込）

ご注文、
お問い合わせ先

※広報を見たとお伝え下さい。どちらも100ｇ

（有）種藤工務店　種藤  勝美
〒018ｰ2104  三種町鹿渡字西小瀬川215ｰ17

広告
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広告

一
般
事
務
員

●

募
集
人
員　

７
人
程
度

●

職
務
内
容

　

総
務
課
等
の
一
般
事
務
補
助

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜

16
時
30
分
（
う
ち
７
時
間
）

●

賃
金　

時
間
給
８
４
０
円

●

資
格
等　

W
ord

やExcel

等

の
基
本
操
作

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　
（
☎
８
５
―
４
８
１
５
）

保
育
士

●

募
集
人
員　

７
人

●

職
務
内
容

　

保
育
園
に
お
け
る
園
児
保
育

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
７
時
〜
19
時

（
う
ち
７
時
間
45
分
）・
シ
フ
ト

勤
務
・
休
日
勤
務
の
場
合
有
り

●

賃
金　

月
給
18
万
２
７
０
０

円
・
通
勤
費
支
給

●

資
格
等　

保
育
士
資
格
、
幼

稚
園
教
諭
資
格
、
小
学
校
教
諭

資
格
、
養
護
教
諭
資
格
、
看
護

師
資
格
の
う
ち
い
ず
れ
か

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

　
（
☎
８
５
―
２
１
９
０
）

保
育
士
（
パ
ー
ト
）

●

募
集
人
員　

２
人

●

職
務
内
容

　

保
育
園
に
お
け
る
園
児
保
育

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜

16
時
（
う
ち
６
時
間
）・
シ
フ

ト
勤
務

●

賃
金　

時
間
給
１
０
５
０
円

●

資
格
等　

保
育
士
資
格
、
幼

稚
園
教
諭
資
格
、
小
学
校
教
諭

資
格
、
養
護
教
諭
資
格
、
看
護

師
資
格
の
う
ち
い
ず
れ
か

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

　
（
☎
８
５
―
２
１
９
０
）

保
育
補
助
員

●

募
集
人
員　

１
人

●

職
務
内
容　

保
育
園
に
お
け

る
園
児
保
育
補
助

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜

16
時
（
う
ち
６
時
間
）・
シ
フ

ト
勤
務

●

賃
金　

時
間
給
９
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

（
☎
８
５
―
２
１
９
０
）

調
理
師

●

募
集
人
員　

１
人

●

職
務
内
容

　

保
育
園
児
の
給
食
調
理

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
〜
17
時

15
分
（
う
ち
７
時
間
45
分
）・

シ
フ
ト
勤
務
・
休
日
勤
務
の
場

合
有
り

●

賃
金

　

月
給
15
万
９
８
１
０
円
・
通

勤
費
支
給

●

資
格
等　

調
理
師
資
格
ま
た

は
、
栄
養
士
資
格

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

（
☎
８
５
―
２
１
９
０
）

放
課
後
児
童
支
援
員

●

募
集
人
員

26
人
以
内

●

職
務
内
容

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
学
童

保
育

●
勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
14
時
〜
19
時
・

土
曜
日
７
時
30
分
〜
19
時
・
学

校
休
業
期
間　

月
〜
土
曜
日
７

時
30
分
〜
19
時
・
シ
フ
ト
勤
務

（
５
時
間
又
は
８
時
間
）

●

賃
金　

時
間
給
８
７
０
円

●

資
格
等　

①
保
育
士
資
格

②
社
会
福
祉
士
資
格

③
幼
稚
園
・
小
中
高
の
教
諭
資
格

④
大
学
で
社
会
福
祉
学
・
心
理

学
・
教
育
学
・
社
会
学
・
芸
術

学
・
体
育
学
を
専
修
す
る
学
科

を
卒
業
し
た
も
の

⑤
２
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
類
似
す

る
業
務
に
従
事
し
た
も
の
の
い

ず
れ
か

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

（
☎
８
５
―
２
１
９
０
）

放
課
後
児
童
支
援
員
補
助
員

●

募
集
人
員　

６
人
以
内

●

職
務
内
容

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
学
童

保
育
補
助

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
14
時
〜
19
時
・

土
曜
日
７
時
30
分
〜
19
時
・
学

校
休
業
期
間　

月
〜
土
曜
日
７

時
30
分
〜
19
時
・
シ
フ
ト
勤
務

（
５
時
間
又
は
８
時
間
）

●

賃
金　

時
間
給
８
３
０
円

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

（
☎
８
５
―
２
１
９
０
）

道
路
維
持
作
業
員

●

募
集
人
員　

２
人

●

職
務
内
容

　

道
路
等
維
持
管
理

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜

17
時
15
分（
う
ち
７
時
間
45
分
）

●
賃
金

　

月
給
20
万
１
８
１
０
円
・
通

勤
費
支
給

●

資
格
等　

大
型
自
動
車
免

許
、
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
、

車
輌
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

習
（
整
地
・
運
搬
等
）
修
了

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課

（
☎
８
５
―
４
８
２
１
）

庁
舎
清
掃
員

【
本
庁
舎
】

●

募
集
人
員　

１
人

●

職
務
内
容　

施
設
の
清
掃

●

勤
務
時
間

　
月
〜
土
曜
日
・
７
時
30
分
〜
12
時

●

賃
金　

時
間
給
８
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

（
☎
８
５
―
４
８
１
６
）

【
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
】

●

募
集
人
員　

１
人

●

職
務
内
容　

施
設
の
清
掃

●

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
（
う
ち
４
日
）・

８
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
う
ち
６

時
間
）・
休
日
勤
務
の
場
合
有
り

●

賃
金　

時
間
給
８
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

琴
丘
総
合
支
所

（
☎
８
７
―
２
１
１
１
）

非
常
勤
職
員

共
通
事
項

■
任
用
（
契
約
）
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
31
年

３
月
31
日

■
申
込
手
続

　
履
歴
書
（
市
販
）
に
資
格

等
の
写
し
を
添
付
し
て
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

２
月
13
日
（
火
）
17
時

（
た
だ
し
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
き
ま
す
。）

■
面
接
試
験
日
・
会
場

　

募
集
締
切
後
に
通
知
し

ま
す
。

平　成
30年度

三
種
町
事
務
従
事
者
の
募
集

平成30年２月 14



外
国
語
活
動
支
援
員

●

募
集
人
員　

３
人

●

職
務
内
容　

小
中
学
校
に
お

け
る
外
国
語
活
動
支
援

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜

15
時
30
分
（
う
ち
６
時
間
）・

学
校
休
業
期
間
を
除
く

●

賃
金

　

時
間
給
１
５
０
０
円
（
免
許

保
持
者
）・
時
間
給
１
３
０
０

円
（
そ
の
他
）

●

資
格
等　

中
学
校
教
諭
免
許

状
所
持
者
優
遇

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
係

（
☎
８
７
―
２
１
１
５
）

特
別
教
育
相
談
員

●
募
集
人
員　

１
人

●

職
務
内
容　

学
校
や
教
員
、

保
護
者
へ
の
教
育
相
談

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
（
う
ち
３
日
）・

９
時
〜
15
時
（
う
ち
５
時
間
）

●

賃
金　

時
間
給
１
３
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
係

（
☎
８
７
―
２
１
１
５
）

学
校
校
務
員

●

募
集
人
員　

11
人

●

職
務
内
容

　

小
中
学
校
の
環
境
の
整
備
等

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
（
う
ち
７
時
間
45

分
）・
早
出
の
場
合
有
り

●

賃
金

　

月
給
13
万
２
０
０
円
・
通
勤

費
支
給

●

資
格
等　

普
通
自
動
車
免
許

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
係

（
☎
８
７
―
２
１
１
５
）

調
理
師
・
調
理
員

●

募
集
人
員

16
人
程
度

●

職
務
内
容

　

学
校
給
食
の
調
理

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
７
時
55
分
〜

16
時
40
分
（
う
ち
７
時
間
45

分
）・
学
校
休
業
期
間
を
除
く

●

賃
金

　

・
月
給
15
万
９
８
１
０
円

　
　
（
資
格
保
持
者
）

　

・
月
給
15
万
１
２
０
０
円

　
　
（
そ
の
他
）

　

・
通
勤
費
支
給

●

資
格
等　

調
理
師
資
格
（
な

し
の
場
合
も
可
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
２
―
４
３
２
１
）

施
設
管
理

【
琴
丘
公
民
館
】

●

募
集
人
員　

１
人

●

職
務
内
容　

公
民
館
利
用
者

の
対
応
、
施
設
管
理
・
清
掃

●

実
務
時
間

　

平
日
17
時
〜
22
時
・
土
日
祝
日

８
時
30
分
〜
22
時
・
シ
フ
ト
制

●

賃
金　

時
間
給
８
０
０
円

（
17
時
以
降
は
時
間
給
８
５
０
円
）

▼
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
係

（
☎
８
７
―
２
１
１
３
）

【
琴
丘
総
合
体
育
館
・
こ
と
お

か
中
央
公
園
】

●

募
集
人
員　

１
人

●

職
務
内
容　

施
設
管
理

●

実
務
時
間

　

月
〜
日
曜
日
・
８
時
30
分
〜

22
時
・
シ
フ
ト
制

●

賃
金　

時
間
給
８
０
０
円

（
17
時
以
降
は
時
間
給
８
５
０
円
）

●

資
格
等　

普
通
自
動
車
免
許

▼
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
係

（
☎
８
７
―
２
２
２
２
）

共
通
事
項

■
任
用
（
契
約
）
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
31
年

３
月
31
日

■
申
込
手
続

　

履
歴
書
（
市
販
）
に
資

格
等
の
写
し
を
添
付
し
て

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

２
月
13
日
（
火
）
17
時

（
た
だ
し
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
き
ま
す
。）

■
面
接
試
験
日
・
会
場

　

募
集
締
切
後
に
通
知
し

ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
２
―
４
３
２
１
）

学
校
情
報
支
援
員

●

募
集
人
員　

１
人

●
職
務
内
容

　
小
中
学
校
に
お
け
る
情
報
事
務

●
勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜

17
時
15
分（
う
ち
７
時
間
45
分
）

●

賃
金

　

月
給
13
万
２
０
０
円
・
通
勤

費
支
給

●

資
格
等　

W
ord

やExcel
等

の
基
本
操
作
、H

P

作
成
経
験
、

普
通
自
動
車
免
許

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
係

（
☎
８
７
―
２
１
１
５
）

学
校
生
活
支
援
員

●

募
集
人
員　

23
人

●

職
務
内
容

　

小
中
学
生
の
学
校
生
活
支
援

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜

15
時
30
分
（
う
ち
６
時
間
）・

学
校
休
業
期
間
を
除
く

●

賃
金　

時
間
給
１
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
係

（
☎
８
７
―
２
１
１
５
）

一
般
事
務
員

【
公
民
館
】

●

募
集
人
員　

３
人

●

職
務
内
容

　

公
民
館
の
一
般
事
務
補
助

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜

17
時
15
分（
う
ち
７
時
間
45
分
）

●

賃
金

　

月
給
13
万
６
７
１
０
円
・
通

勤
費
支
給

●

資
格
等　

W
ord

やExcel

等

の
基
本
操
作
、
普
通
自
動
車
免

許
、
図
書
司
書
資
格
優
遇

▼
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
係

（
☎
８
７
―
２
１
１
３
）

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

●

募
集
人
員　

１
人

●

職
務
内
容

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
一
般
事
務

補
助

●

勤
務
時
間

　

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜

17
時
15
分（
う
ち
７
時
間
45
分
）

●

賃
金

　

月
給
13
万
６
７
１
０
円
・
通

勤
費
支
給

●

資
格
等　

W
ord

やExcel

等

の
基
本
操
作
、
普
通
自
動
車
免

許▼
問
い
合
わ
せ

非
常
勤
職
員

平　成
30年度
三
種
町
教
育
委
員
会
事
務
従
事
者
の
募
集

業
務
委
託

広報 みたね
mitane town
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（株） TEL. （年中無休・24時間受付）

「みどりの会」
家族への大きな贈り物家族への大きな贈り物

広告

　

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
通

常
大
館
市
、秋
田
市
、横
手
市
の
３
市
で
行
っ

て
い
る
業
務
を
三
種
町
で
も
実
施
し
ま
す
。

●

と　
　

き　

３
月
２
日　

11
時
〜
16
時

●

と
こ
ろ　

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
視
聴
覚
室

●

内　
　

容

　

①
会
員
登
録
（
入
会
）　

　

②
お
相
手
検
索（
個
別
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
）

　

③
結
婚
に
関
す
る
相
談

●

利
用
方
法

　

利
用
を
希
望
す
る
本
人
が
、
２
日
前
ま
で

に
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
完
全
予
約
制
）

◆
予
約
、
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー　

中
央
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
８
―
８
７
４
―
９
４
７
１

〜
ス
テ
キ
な
出
会
い
応
援
し
ま
す
〜

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
セ
ン
タ
ー
開
設

●

日　

時　

平
成
30
年
３
月
３
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●

会　

場　

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

調
理
室

●

講　

師　

川
村
金
一
郎 

氏
（
鹿
北
）

●

参
加
費　

５
０
０
円

●

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
出
刃
包

丁
（
も
し
く
は
三
徳
包
丁
）

●
内　

容

・
料
理
の
前
に
〜
包
丁
の
研
ぎ
方

・
魚
を
お
ろ
す
〜
お
刺
身
を
作
ろ
う
（
鰺
、

イ
カ
、
鯛 
等
）

・
あ
ら
汁
作
り

（
仕
入
れ
状
況
に
よ
っ
て
内
容
が
変
更
に

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）

●

定　

員　

15
名（
先
着
順
）（
※
男
性
限
定
）

●

申
込
期
限　

２
月
26
日

◆
申
込
先

　

企
画
政
策
課
企
画
係

　

☎
８
５
―
４
８
１
７

新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

実
績
報
告
書
の
提
出
期
限

が
迫
っ
て
い
ま
す

三
種
町
男
女
共
同
参
画
事
業

男
性
向
け 

お
さ
か
な

料
理
教
室

　

新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
の
実
績
報
告

書
は
、
２
月
末
ま
で
に
（
基
本
、
事
業
実
施

後
、
２
カ
月
以
内
）
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
補
助

金
を
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係

　

☎
８
５
―
４
８
１
７

◎国民健康保険税（第６期）
２月28日が納期限です

◆問い合わせ先 税務課　賦課係 ☎８５ー４８２８

平成29年度

平成29年度

納期限のお知らせ

町の工事契約状況（工事名および契約額、工期）

●農産物加工施設整備工事
　石井工務店 8,553,600円 12/20～3/20

おさめ忘れの
ないように

平成30年２月 16



年金
だより

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

◆問い合わせ先
　  秋 田 年 金 事 務 所　☎018ー865ー2379　健康推進課国保年金係　☎0185ー85ー2137　
　  琴丘総合支所地域生活係　☎0185ー87ー3516　山本総合支所地域生活係　☎0185ー83ー2115

国民年金保険料は口座振替がお得です
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金
融機関（ゆうちょ銀行を含む）または年金事務所へお申し出ください。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円引きされる早割
制度や、現金納付よりも割引額が多い、６か月前納・１年前納・２年前納もあり、大変お得です。

口座振替での前納のお申し込みはお早めに
　口座振替での平成30年度分の６か月前納・１年前納・２年前納の締切日は、平成30年２月末（必着）
です。
※すでに口座振替で前納されている方は、再度のお申込みの必要はありません。
ただし、１年前納から２年前納への変更など、振替方法を変更される場合は、再度お申し込みが必
要です。

※保険料が一部免除された方は、口座振替の前納制度はご利用いただけません。

～ 国民年金保険料を納めることが、経済的に難しいとき～
　国民年金の第１号被保険者は、毎月の保険料を納めていただく必要があります。しかし、経済
的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には保険料の納付が免除・猶予となる
「※保険料免除制度」や「※（50歳未満）納付猶予制度」がありますので、三種町役場の国民年金
担当窓口で手続きをしてください。
※「保険料免除制度」
　所得が少なく本人・世帯主・配偶者の前年所得（１月から６月分の申請をされる場合は前々年
所得）が一定額以下の場合や失業した場合など、国民年金保険料を納めることが経済的に困難な
場合は、ご本人から申請書を提出いただき、申請後に承認されると保険料の納付が免除になります。

※「保険料納付猶予」
　20歳から50歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得（１月から６月分の申請をされる場合は
前々年所得）が一定以下の場合には、ご本人から申請書をご提出いただき、申請後に承認される
と保険料の納付が猶予されます。これを納付猶予制度といいます。

［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

医療法人  徳洲会

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形）

各種検査実施

医療法人秋田愛心会 ドラゴンクリニックは、２月１日より、
法人名が医療法人徳洲会に変更となります。

●ドラゴンクリニック（通所リハビリ 訪問看護）　
●ドラゴン介護支援センター（医療法人秋田愛心会 居宅介護支援事業所より名称変更）
●ショートステイ さみどり
●特定施設 やまぼうし
●グループホーム さわらび

法人移行後も、地域の医療、福祉に貢献できるよう一層努力する所存
でございますので、引き続きご支援のほど宜しくお願い申し上げます。

※住所・電話番号・事業内容に
　変更はありません。

広告

広報 みたね
mitane town

17



　この教室では、クアオルト推進室の取組の紹介や運動を通し
て、皆さんが健康づくりを始める「きっかけづくり」をお手伝
いしていきます。興味のある方は、お気軽にご参加ください。

～ココロとカラダにできること教室～ 参加者募集

◆問い合わせ先　企画政策課クアオルト推進室　☎85－4822　FAX 85－2178

対 象 者　三種町在住者
日　　時　第１回　２月20日（火）　10：00～12：30
　　　　　『クアオルト推進室の取組・健康づくりについて、バランス測定、クアオルト健康弁当』
　　　　　第２回　２月27日（火）　10：00～11：30
　　　　　『県出前講座による健康運動教室』
　　　　　第３回　３月６日（火）　10：00～11：00
　　　　　『クアオルトウオーキング体験』
会　　場　第１・２回　八竜農村環境改善センター　視聴覚室
　　　　　第３回　　　ゆめろんサンライズコース
参 加 費　1,000円（第１回健康食弁当代）
定　　員　15名
クアオルトポイント　全３回出席で１ポイント
申込締切　２月13日（火）
申 込 先　企画政策課クアオルト推進室　 TEL 85－4822
　　　　　※お電話にてお申込みください。

　２月の日中ウオーキングは
２月18日（日）第３日曜日です。

 開始時間　午前９時

 集合場所
①琴丘クアの古道コース
ことおか中央公園駐車場（アグベー前）
②ゆめろんサンライズコース
　ゆめろん玄関前

の体組成計測定日２月

日時：２月15日（木）
　　　10：00～11：30
場所：ゆめろん１階
　　　クアオルト浴室付近

●毎月第３木曜日に開催しています。
●申し込みは不要ですが、入館料が
必要です。
●ペースメーカーを使用されている
方はご利用できません。

申込締切
8日 13：30～14：30 温泉浴運動教室（エンジョイ温泉浴運動）お問い合わせください
15日 10：00～11：00 温泉浴運動教室（はじめての温泉浴運動） 2月８日
21日 10：00～11：00 ポール＆ボール教室 2月14日

２月 のスケジュール
クアオルト運動教室　参加者募集

申込締切
2日 13：30～14：30 温泉浴運動教室（はじめての温泉浴運動） 2月23日
9日 13：30～14：30 ポール＆ボール教室 3月２日
15日 10：00～11：00 温泉浴運動教室（エンジョイ温泉浴運動） 3月８日
23日 13：30～14：30 ポール＆ボール教室 3月16日
26日 10：00～11：00 温泉浴運動教室（はじめての温泉浴運動） 3月19日

３月 のスケジュール

申込み多数の場合、受付締切後に抽選を行います。抽選の結果は、開催日の５日前に連絡します。

日中ウオーキングのお知らせ

申込は不要です。
お気軽にお越しください。

●カロリーが600キロカロリー以下
●塩分が３グラム以下
●地場産食材（三種町米含む）が３品以上
　この要件を満たしたお弁当のことです。

クアオルト健康弁当とは…

普段の食事との違いを感じることで、
食生活の見直しにつながります。

ウオーキングに不安のある方は、それ以外のみの参加でも可能です。

おためし！

冬場は運動する場所や機会が限られるため、こういった教室は町民
の健康づくりにとても良いと思います。 （60代女性）

プールで運動するようになってから、膝や腰の痛みがなくなり、元
気になりました。 （70代女性）

足の状態が良くなって、歩くのが楽になりました。これからも続け
ていきたいです。 （70代女性）

参加者同士での会話も弾み、楽しんで教室に参加しています。
（60代女性）

温泉浴運動教室  参加者の声

平成30年２月 18



測定項目

　平成28年10月～11月にかけて行ったクアオルトウオーキングモ
ニターの結果を紹介します。秋田県立大学と連携して、クアオルト
ウオーキングコース（琴丘クアの古道コース）と市街地コースでの
ストレス・気分の変化を比較しました。

クアオルトコース（琴丘クアの古道）市街地コース

※歩行距離はどちらも約2.9㎞

　クアオルトコースのウオーキングは、市街地コースのウオーキングに比べ、
全身運動としての特徴を持ち、かつ運動強度が強いため交感神経の活動や呼吸
器・循環器の活性化の度合いが高い。また、ウオーキング後の血圧低下・気分
改善の効果を持つ可能性が示唆された。

まとめ　秋田県立大学　内山応信 准教授

クアオルトで「初歩き」を行いました！

対象者：
習慣的にクアオルトウオーキン
グを行っている方
平均年齢68.3歳、
男性４名、女性11名の計15名

比
較

③活動量
活動量計
歩数、歩行距離、
消費エネルギーを計測

クアオルトコースでは市街地コースよりも
・消費カロリー  ……… 15／15人中 
・基礎代謝カロリー  … 14／15人中
・総消費カロリー  …… 15／15人中 

がエネルギーを多く消費

クアオルトコースでは、市街地コースよりも
•消費エネルギーが多い。結

果

「混乱・当惑」の変化（平均値）
46

44

42

40

38
市街地コース クアオルトコース

■運動前　　■運動後

クアオルトコースでは、市街地コースよりも
•「当惑・不安」に関連する
　気分と、総合的な気分の
　改善が見られた。

②気分の変化
心理検査（POMS）
「緊張―不安」
「抑うつ―落ち込み」
などの７つの項目を計測

数値が大きいほどネガティブ
な度合いが高い

結
果

最低血圧の変化（平均値）
80

78

76

74

72

70
市街地コース クアオルトコース

■運動前　　■運動後

①ストレスの変化
血圧・脈拍測定
心電図モニター
唾液アミラーゼモニター

唾液に含まれるアミラーゼが
増加するとストレスの度合い
が高い

クアオルトコースでは、市街地コースよりも
•最低血圧の低下が見られ、降圧の作用
が大きいと予測される。
•運動後に交感神経の成分が増えたことか
ら、運動強度が高く、　呼吸器、循環器
の活動を高める可能性が見られた。

結
果

※唾液アミラーゼモニターは両コースで運動後に低下したことから、ウオー
キングはコースに影響せずアミラーゼを低下させることが分かった。

H28年度
県立大学モニターの紹介

ジャンケン（犬）大会は
「勝ち残った人」と
「負け残った人」が
最後に勝負！

降りしきる雪の中、
いつもより大きな
「ヤッホ！」が
ひびきました。

この内容は、
昨年９月に愛媛県で行われた
第78回日本体力医学会大会
にて発表されました。

　１月３日、琴丘クアの古道コースにて、クアオルト研究
会主催による「初歩き」が行われました。いつものクアオ
ルト健康ウオーキングだけでなく、賞品付きのジャンケン
（戌年にちなんで）大会やおしるこのふるまいもありました。
　参加者は約40人と多めで、参加者間の交流も図られま
したが、「次回は初めての人にも来てもらえるようにもっ
と宣伝してほしい」との声もありました。研究会では今年
もウオーキングのイベントを随時実施していきますので、
初めての方もお気軽にご参加ください。今年もよろしくお
願いします。

広報 みたね
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46

44

42

40
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　気分と、総合的な
　改善が見られた。
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「緊張―不安」
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数値が大きいほどネガティブ
な度合いが高い

結
果

最低血圧の変化（平均値）
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74
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■運動前　　■運動後

①ストレスの変化
血圧・脈拍測定
心電図モニター
唾液アミラーゼモニター

唾液に含まれるアミラーゼが
増加するとストレスの度合い
が高い

クアオルトコースでは、市街地コースよりも
•最低血圧の低下が見られ、降圧の作用
が大きいと予測される。
•運動後に交感神経の成分が増えたことか
ら、運動強度が高く、　呼吸器、循環器
の活動を高める可能性が見られた。
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※唾液アミラーゼモニターは両コースで運動後に低下したことから、ウオー
キングはコースに影響せずアミラーゼを低下させることが分かった。

H28年度
県立大学モニターの紹介

ジジ 犬）大会はジャンケン（犬）大会は
「勝ち残った人」と
「負け残った人」が
最後に勝負！

降降りしきる雪の中、
いつもより大きな
「ヤッホ！」が
ひびきました。

この内内容は、は、この内容は
昨昨年９９月 行われた行われれた年９９月に愛媛県で行
第 会大大会第788回日本体力医学会

た。ににて発表されました

１１月３月３日日、琴丘琴丘クアクアの古の古道コ道コーススにてにて ク、クアオアオルトルト研究研究
会主催による「初歩き」が行われました。いつものクアオ
ルト健康ウオーキングだけでなく、賞品付きのジャンケン
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参加者は約40人と多めで、参加者間の交流も図られま40人 多めで、参加者 の交 も図 れま

したが、「次回は初めての人にも来てもらえるようにもっ回は初めて 人に 来来てて らえらえ よようう もっもっ初め の人 も来来 もら るよ ににももっっ
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◆問い合わせ先　保健センター　☎83－5555

こころ通信

こころちゃん地
域
の
つ
な
が
り
方
を
考
え
る

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

この研修会は、チーム山本（代表：津村まゆみ氏）
と保健センターが協力して開催しています。

個別栄養相談会個別栄養相談会のお知らせお知らせ

　２月は全国生活習慣病予防月間です。
　２月の定例健康相談に栄養士による個
別栄養相談会を行います。お気軽にご参
加ください。

実施日 会　場 時　間
２月５日 琴丘公民館   9：30～11：30

２月８日 山本公民館   9：30～11：30

２月20日 金 陵 の 館 13：30～15：30

２月26日 すいらんの館 13：30～15：30

　お話の中で地域のつながり方を考えるポイント
がありましたので、いくつかご紹介します。

相手の立場から考える
　例えば、研修会やイベントに参加してほしいと
思うことが、相手の立場から考えると無理だと気
づくことがあるかもしれません。相手が受け入れ
てくれる方法を模索することが大切です。

なぜつながりを持ちたいのかをなぜつながりを持ちたいのかを
相手に伝える相手に伝える

　つながる事で相手にどんなメリットがあるのか
を分かりやすく伝えることができれば、相手も受
け入れてくれることがあります。

相手の生き方を尊重する
　客観的には良い提案であっても、相手の生き方
を変えるような提案は相手の今までの生活を否定
する事になることを心得ておきましょう。

　みなさんも周りに悩んでいる人・困ってい
る人がいたら、つながり方のポイントを参考
にお話してみてください。

　

１
月
９
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
地
域
の
つ
な
が
り
方
を
考
え
る

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
集
落
に
出
向
き
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
心
の
健
康
づ

く
り
と
引
き
こ
も
り
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
出
前
交
流
サ
ロ
ン

の
特
別
版
と
し
て
、
地
域
の
方
が
た
が
お
互

い
に
支
え
合
え
る
地
域
を
作
っ
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
秋
田
大
学
大
学
院
准
教
授
の

佐
々
木
久
長
先
生
を
講
師
に
招
き
、
自
殺
を

防
ぐ
た
め
の
地
域
の
つ
な
が
り
方
に
つ
い
て

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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２
月
に
な
り
ま
し
た
。
雪
か
き
に
追

わ
れ
る
生
活
も
恐
ら
く
今
月
い
っ
ぱ
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
先
に
は
希
望
の

春
が
や
っ
て
来
ま
す
。
も
う
少
し
の
辛

抱
で
す
か
ら
元
気
を
出
し
て
お
過
ご
し

下
さ
い
。

　

さ
て
、
昨
年
暮
れ
過
労
か
ら
２
か
月

近
く
ひ
ど
い
咳
に
か
か
っ
た
こ
と
は
本

欄
で
も
触
れ
ま
し
た
。
念
の
た
め
精
密

検
査
も
受
け
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
異

常
な
し
と
の
こ
と
で
一
安
心
し
ま
し

た
。
た
だ
、
自
分
で
も
こ
れ
ほ
ど
長
く

苦
し
ん
だ
の
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た

の
で
、〝
健
康
〞
に
対
し
て
今
ま
で
以

上
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

私
の
世
代
は
働
き
盛
り
の
時
に
は
ド

リ
ン
ク
剤
の
Ｃ
Ｍ
〝
24
時
間
戦
え
ま
す

か
〞
を
普
通
に
受
け
止
め
、〝
企
業
戦

士
〞
と
言
う
言
葉
も
抵
抗
感
な
く
受
け

入
れ
て
い
た
世
代
で
す
。
今
は
定
年
を

迎
え
引
退
し
て
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
る

人
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
活
躍
し
て
い
る

人
な
ど
様
々
で
す
が
、
仕
事
に
対
す
る

姿
勢
で
は
団
塊
の
世
代
に
も
負
け
な
い

世
代
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
少

無
理
し
て
も
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、〝
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
は

違
う
ん
だ
。
頭
を
切
り
換
え
な
さ
い
。〞

と
い
う
戒
め
な
の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
、
国
で
は
「
健
康
日

本
21
」、
秋
田
県
で
は
「
健
康
長
寿
日

本
一
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣

病
の
予
防
を
目
的
と
し
て
大
き
な
原
因

で
あ
る
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
運
動
で

す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
と
い
う
二

次
予
防
に
と
ど
ま
ら
ず
、
疾
病
の
発
生

を
防
ぐ
一
次
予
防
に
重
点
対
策
を
置
い

て
い
ま
す
。
そ
し
て
食
生
活
や
栄
養
、

身
体
活
動
や
運
動
、
休
養
や
心
の
健
康

づ
く
り
、
た
ば
こ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
歯

の
健
康
、
糖
尿
病
、
循
環
器
病
、
が
ん

な
ど
９
つ
の
分
野
に
つ
い
て
数
値
目
標

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
企
業
も
「
健
康
経

営
」と
言
う
こ
と
を
言
い
始
め
ま
し
た
。

企
業
理
念
に
基
づ
き
、
従
業
員
へ
の
健

康
投
資
を
行
う
こ
と
は
、
従
業
員
の
活

力
向
上
や
生
産
性
の
向
上
等
の
組
織
の

活
性
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。そ
の
結
果
、

業
績
が
向
上
し
、
株
価
も
向
上
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
健
康
経
営
銘
柄

と
言
う
の
も
あ
り
ま
す
。
今
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
の
中
心
に
「
健
康
」
と
い
う
価

値
観
が
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

三
種
町
で
は
、「
豊
か
な
自
然
と
大

地
の
恵
み
、
心
ふ
れ
あ
う
協
働
の
ま

ち
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
と
し
て

掲
げ
、町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
働
き
、

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
保
健

セ
ン
タ
ー
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ク
ア
オ
ル
ト
推
進
室
で
は
各
種
検
診
や

健
康
教
室
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
広
報
に
掲
載
さ

れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
見
て
下
さ
い
。

　

今
日
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
課
題
解

決
に
つ
い
て
は
多
職
種
連
携
で
対
応
す

る
体
制
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
来
て
い
ま

す
。
本
町
で
も
〝
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
〞
を
一
刻
も
早
く
確
立
す
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
全
国
国
保
地
域
医

療
学
会
に
出
席
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
先
進
事
例
発
表
を
聞
き
ま
し

た
。
全
国
の
自
治
体
の
中
に
は
非
常
に

進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
有
り
大
変
感
銘

を
受
け
ま
し
た
が
、
我
が
町
の
現
状
を

思
う
と
焦
り
も
感
じ
ま
し
た
。
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
、
今
月
も
ど
う
か
お
元
気
で
健

康
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

町
長　

三　

浦　

正　

隆

キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
健
康
』
康
』

介護予防教室（地域包括支援センター）

クアオルトウオーキング
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▲基礎もしっかりと！

▲自分に合う色は？

◀神聖な火が
燃え上がる

▲さあ、判定は！

　

12
月
30
日
、
ゆ
め
す
た
を
会
場
に

三
種
町
野
球
連
盟
（
牧
野
三
千
雄
会

長
）
主
催
の
野
球
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
元
オ
リ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー

ウ
ェ
ー
ブ
投
手
の
高
橋
功
一
さ
ん
と
、

高
橋
さ
ん
と
縁
が
あ
る
秋
田
市
出
身
の

女
子
プ
ロ
野
球
選
手
の
三
浦
由
美
子
さ

ん
（
愛
知
デ
ィ
オ
ー
ネ
）
を
講
師
に
招

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
小
中
学

生
の
ほ
か
、
県
内
の
女
子
中
高
生
チ
ー

ム
な
ど
約
90
人
が
参
加
し
、
高
橋
さ

ん
や
三
浦
さ
ん
か
ら
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
か
ら
基
本
練
習
な
ど
を
教
わ

り
ま
し
た
。

元
プ
ロ
選
手
か
ら
学
ぶ

高
橋
功
一
氏
野
球
教
室

自
分
ら
し
い
お
し
ゃ
れ
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

　

１
月
14
日
、
中
嶋
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、
中
嶋
自
治
会
（
田
村
房
雄
会

長
）
に
よ
る
ユ
ニ
カ
ー
ル
親
睦
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
親
睦
と
冬
場
の
運
動
不
足
解

消
を
兼
ね
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
33
人
が
参
加
し
、
３
人
１
組
で
対

抗
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

離
れ
た
円
の
中
に
ス
ト
ー
ン
を
多
く

入
れ
た
ほ
う
が
勝
つ
競
技
で
、
作
戦
や

駆
引
が
重
要
で
す
。
相
手
の
ス
ト
ー
ン

に
当
た
り
外
に
押
し
出
す
と
大
き
な
歓

声
が
上
が
り
、
勢
い
良
す
ぎ
て
相
手
の

ス
ト
ー
ン
を
得
点
圏
に
入
れ
て
し
ま
っ

て
は
大
き
な
笑
い
声
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。
競
技
の
後
は
新
年
会
が
行
わ
れ
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、
浜
田
地
区
で
正
月
飾
り

や
し
め
縄
な
ど
の
飾
り
物
を
各
家
々
か

ら
集
め
て
焼
く
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
地
区
で
元
日
に
獅
子
舞

を
演
じ
て
家
々
を
回
っ
て
い
る
浜
田
獅

子
舞
愛
好
会
（
清
水
秀
男
会
長
）
が
、

役
目
を
終
え
た
正
月
の
縁
起
物
の
処
分

に
困
っ
て
い
る
家
庭
が
多
い
と
聞
き
、

平
成
７
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

手
作
り
の
豚
汁
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
火
に
体
を
あ
ぶ
る
と
、

若
返
り
、病
気
を
し
な
い
と
も
言
わ
れ
、

集
ま
っ
た
住
民
は
、
し
め
飾
り
や
ご
幣

を
火
中
に
投
じ
て
１
年
の
招
福
を
願
い

ま
し
た
。

　

１
月
20
日
、
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン

タ
ー
「
じ
ょ
も
ん
」
で
、
三
種
町
男
女

共
同
参
画
事
業
兼
結
婚
支
援
講
座
と
し

て
、
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
小

番
理
公
子
さ
ん
（
由
利
本
荘
市
）
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
は
、
女
性
編
と
し
て
洋
服
選
び

の
ポ
イ
ン
ト
や
似
合
う
メ
イ
ク
カ
ラ
ー

な
ど
、
自
分
を
キ
レ
イ
に
魅
せ
る
コ
ツ

を
学
び
、
午
後
か
ら
の
男
性
編
は
、
ネ

ク
タ
イ
の
豆
知
識
や
場
所
に
合
っ
た
服

装
選
び
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断
で
は
カ

ラ
ー
ド
レ
ー
プ
を
使
用
し
て
肌
や
瞳
、

表
情
を
輝
か
せ
る
カ
ラ
ー
を
参
加
者
同

士
で
楽
し
く
選
び
ま
し
た
。

ユ
ニ
カ
ー
ル
で
親
睦
を

中
嶋
自
治
会

浜
田
の
大
ど
ん
ど
焼
きあたたかい▶

豚汁に舌鼓
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90
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毎
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、
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や
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石井ツルさん

　

１
月
５
日
、「
三
種
町
交
通
指
導
隊

出
隊
式
」
が
、
役
場
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

日
々
活
動
し
て
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。」
と
三
浦
町
長
が
訓

辞
を
述
べ
、「
悲
惨
な
交
通
事
故
や
飲

酒
運
転
を
な
く
す
よ
う
、
交
通
指
導
隊

一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。」

と
新
堀
隊
長
が
力
強
く
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
寿
祝
金
贈
呈
式

　

門
間
毅
さ
ん
・
美
南
さ
ん
（
芦
崎
）

の
千ち

華か

ち
ゃ
ん
（
８
月
22
日
生
）。

　

佐
々
木
祐
輔
さ
ん
・
あ
ゆ
み
さ
ん（
外

岡
羽
立
）
の
羚れ

壮お

ち
ゃ
ん
（
８
月
24
日

生
）
で
す
。

　

大
河
ち
ゃ
ん
は
「
強
い
子
に
育
っ
て

欲
し
い
」。
玲
央
ち
ゃ
ん
・
偉
央
ち
ゃ

ん
は
「
兄
弟
仲
良
く
育
っ
て
欲
し
い
」。

文
結
ち
ゃ
ん
は
「
い
つ
も
笑
顔
で
い
て

ほ
し
い
」。
千
華
ち
ゃ
ん
は
「
特
技
が

い
っ
ぱ
い
で
や
さ
し
い
女
の
子
に
」。

羚
壮
ち
ゃ
ん
は
「
思
い
や
り
が
あ
っ
て

強
い
子
に
育
っ
て
欲
し
い
」。
と
我
が

子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

12
月
26
日
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
狹
雄
太
さ
ん
・
由
香
里
さ
ん
（
大

町
）
の
大た

い

河が

ち
ゃ
ん
（
８
月
３
日
生
）。

　

信
太
春
樹
さ
ん
・
那
智
さ
ん
（
豊
岡
）

の
玲れ

央お

ち
ゃ
ん
・
偉い

央お

ち
ゃ
ん
（
８
月

14
日
生
）。

　

石
井
雄
大
さ
ん
・
麻
衣
さ
ん
（
木
戸

沢
）
の
文ふ

み

結ゆ

ち
ゃ
ん
（
８
月
22
日
生
）。

　

12
月
20
日
、
ホ
テ
ル
森
山
館
で
長
寿

祝
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
歳
を
迎
え
た
の
は
石
井
ツ
ル

さ
ん
で
す
。

　

大
正
６
年
12
月
20
日
、
山
本
郡
鵜

川
村
に
生
ま
れ
、
昭
和
12
年
に
結
婚
、

１
男
４
女
を
授
か
り
ま
し
た
。
若
い
頃

は
じ
ゅ
ん
さ
い
採
り
の
名
人
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
何
で
も
よ
く
食
べ
、
い
つ
も

笑
顔
で
楽
し
く
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
親
族
が
集
ま
っ
て
食
事
会

を
開
き
石
井
さ
ん
の
健
康
を
祝
い
ま

し
た
。

健
や
か
な
成
長
を　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
式

交
通
事
故
０
を
目
指
し
て

交
通
指
導
隊
出
隊
式

偉央ちゃん 玲央ちゃん 大河ちゃん

交通指導隊員
募  集

　

町
で
は
交
通
指
導
隊
員

と
し
て
地
域
の
交
通
事
故

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課

　

☎
８
５
―
４
８
２
３

羚壮ちゃん 千華ちゃん 文結ちゃん

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

  

祝
金
支
給
事
業

　

三
種
町
に
１
年
以
上
お
住
ま

い
の
方
で
、
第
２
子
以
降
の
子

を
出
産
し
た
方
、
ま
た
は
そ
の

配
偶
者
に
お
祝
い
金
を
支
給
し

ま
す
。
町
の
未
来
を
担
う
子
供

達
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
応
援

し
ま
す
。
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石井石石井井井井井井井井石井ツツツツツツルツルツルツルツルツルルツルツルルツルルルルルツ さんさささんんんんんんんんんんんんんさんさんんんんんんんんんんんさんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん石井ツルさん

１
月
５
日
、「
三
種
町
交
通
指
導
隊

出
隊
式
」
が
、
役
場
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

「
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

日
々
活
動
し
て
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。」
と
三
浦
町
長
が
訓

辞
を
述
べ
、「
悲
惨
な
交
通
事
故
や
飲

酒
運
転
を
な
く
す
よ
う
、
交
通
指
導
隊

一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。」

と
新
堀
隊
長
が
力
強
く
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１１
００
０００００００

長
寿
祝
金
贈
呈
式

門
間
毅
さ
ん
・
美
南
さ
ん
（
芦
崎
）

の
千ち

華か

ち
ゃ
ん
（
８
月
22
日
生
）。

佐
々
木
祐
輔
さ
ん
・
あ
ゆ
み
さ
ん（
外

岡
羽
立
）
の
羚れ

壮お

ち
ゃ
ん
（
８
月
24
日

生
）
で
す
。

大
河
ち
ゃ
ん
は
「
強
い
子
に
育
っ
て

欲
し
い
」。
玲
央
ち
ゃ
ん
・
偉
央
ち
ゃ

ん
は
「
兄
弟
仲
良
く
育
っ
て
欲
し
い
」。

文
結
ち
ゃ
ん
は
「
い
つ
も
笑
顔
で
い
て

ほ
し
い
」。
千
華
ち
ゃ
ん
は
「
特
技
が

い
っ
ぱ
い
で
や
さ
し
い
女
の
子
に
」。

羚
壮
ち
ゃ
ん
は
「
思
い
や
り
が
あ
っ
て

強
い
子
に
育
っ
て
欲
し
い
」。
と
我
が

子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

12
月
26
日
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

若
狹
雄
太
さ
ん
・
由
香
里
さ
ん
（
大

町
）
の
大た

い

河が

ち
ゃ
ん
（
８
月
３
日
生
）。

信
太
春
樹
さ
ん
・
那
智
さ
ん
（
豊
岡
）

の
玲れ

央お

ち
ゃ
ん
・
偉い

央お

ち
ゃ
ん
（
８
月

14
日
生
）。

石
井
雄
大
さ
ん
・
麻
衣
さ
ん
（
木
戸

沢
）
の
文ふ

み

結ゆ

ち
ゃ
ん
（
８
月
22
日
生
）。

12
月
20
日
、
ホ
テ
ル
森
山
館
で
長
寿

祝
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
０
０
歳
を
迎
え
た
の
は
石
井
ツ
ル

さ
ん
で
す
。

大
正
６
年
12
月
20
日
、
山
本
郡
鵜

川
村
に
生
ま
れ
、
昭
和
12
年
に
結
婚
、

１
男
４
女
を
授
か
り
ま
し
た
。
若
い
頃

は
じ
ゅ
ん
さ
い
採
り
の
名
人
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
何
で
も
よ
く
食
べ
、
い
つ
も

笑
顔
で
楽
し
く
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。

当
日
は
親
族
が
集
ま
っ
て
食
事
会

を
開
き
石
井
さ
ん
の
健
康
を
祝
い
ま

し
た
。

か
な
成
長
を

健健健
やややややややや
かか

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
式

事
故
０
を
目
指
し
て

交交交
通通通通通通通通通
事事交

通
指
導
隊
出
隊
式

交交交交

偉偉央央央央央央央央ちちゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんん偉央ちゃん 玲央玲央玲玲央央央央央玲 ちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃちゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんん玲央ちゃん 大大大大大大大大大大河大大河大大大大大大大大大大大河大大大大大大大大河大大大大大 ちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん大河ちゃん

交 員交通指導隊員
募  集募 集

町
で
は
交
通
指
導
隊
員

と
し
て
地
域
の
交
通
事
故

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課

☎
８
５
―
４
８
２
３

羚壮壮壮壮壮羚羚壮壮ちゃちゃちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんん羚壮ちゃん 千千 ちゃちゃちゃちゃゃゃちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんん千華ちゃん 文文文文文文文文文 ちゃちゃんんん文結ちゃん

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

  

業

祝
金
支
給
事
業

三三三三三三
種
町
種
町
種
町
種
町
種
町
種
町
に
１
に
１
に
１
に
１
に
１
年
以
年

上
お
住
ま

い
の
い
の
い
のののの
方
で
方方
で
方
で
方
で
方
で
方
で
方
で
、
第
、
第
、、
第
、
第
、、

２
子
２
子
以
降
の
子

を
出
をを
出
を
出出出出出
産
し
産
し
産
し
産
し
産
し
産
し
産
し
産産
し
産
ししししし
た
方
たたた
方
た
方
たた
方
た
方
た

、
ま
、
ま
た
は
そ
の

配
偶
配
偶
配
偶偶偶偶
者
に
者
に
者
に
者
に
者
に
者
に
者
に
者
に
者
に
者
に
者
に
者
に
者
に
者
に
者者

お
祝
おお
祝
おおおおおおお
祝
おお
祝
お
祝
い
金
い
金
を
支
給
し

ま
す
ま
す
ま
す
まままままま
す
ま
す
ま
すすす
。
町
。
町
。
町
。
町
。
町
。。。。。
町町町町町町町
の
未
の
未
のの
未
の
未
のの
未
来
を
来
を
担
う
子
供

達
の
達
の
達
の
達
の
達
の
達
の
達
の
達
の
達
の
達
の
達
の
達
のののののの
す
こ
す
こ
す
こ
す
こ
すすすす
こ
すす
こ
すすすす
こ
すすすすす
こ
す
こ
すすすすす
こ
すすす
こ
す
こ
やや
か
や
か
や
か
や
か
や
か
やや
かか
ななな
成
なな
成
長
を
応
援

し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
まままままままままままままままままままままま
す
。
す
。
す
。
す
。
す
。
す
。
すす
。
す
。
す
。
すすすすすすすす
。
すす
。
すすすすすすすすすすすすすすす
。
すすすすすす
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１
年
生

金
賞  

渡
邊　

真
央
（
琴
丘
小
）

金
賞  

成
田　

優
斗
（
金
岡
小
）

金
賞  

信
太　

大
雅
（
金
岡
小
）

銀
賞  

信
太　

咲
郁
（
金
岡
小
）

銅
賞  

珍
田　

大
翔
（
金
岡
小
）

銅
賞  

児
玉　

絆
愛
（
湖
北
小
）

銅
賞  

渡
辺　

陽
士
（
湖
北
小
）

  

２
年
生

金
賞  

白
鳥　

珀
哉
（
琴
丘
小
）

金
賞  

藤
原　

梨
瑚
（
金
岡
小
）

金
賞  

田
村　
　

葵
（
金
岡
小
）

銀
賞  

田
村
ま
ひ
る
（
金
岡
小
）

銅
賞  

菊
地　

紗
菜
（
金
岡
小
）

銅
賞  

藤
原　

瑛
音
（
森
岳
小
）

銅
賞  
大
久
保
星
冴
（
森
岳
小
）

  

３
年
生

金
賞  

田
中　

心
音
（
金
岡
小
）

金
賞  

櫻
田　

美
咲
（
森
岳
小
）

金
賞  

加
藤　

優
雅
（
湖
北
小
）

銀
賞  

石
川　
　

怜
（
琴
丘
小
）

銀
賞  

佐
藤　

芭
瑠
（
金
岡
小
）

銀
賞  

石
井　

桐
矢
（
金
岡
小
）

銀
賞  

荒
川　

瑞
稀
（
浜
口
小
）

銅
賞  

山
谷　

結
愛
（
金
岡
小
）

生涯学 習通信 2 月号

　

12
月
23
日
に
秋
田
市

雄
和
あ
き
た
ス
カ
イ

ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ

た
、
第
11
回
全
日
本
春

季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

秋
田
県
予
選
で
琴
丘
ド

リ
ー
ム
シ
ャ
イ
ン
が
初

優
勝
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
３
月
25

日
〜
27
日
に
広
島
県
尾

道
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

１
月
６
日
〜
９
日
に

秋
田
市
立
体
育
館
で
行

わ
れ
た
、
第
46
回
秋
田

県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
交
歓
大
会
で
森

岳
Ｍ
Ｂ
Ｃ
が
初
優
勝
し

ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
３
月
28

日
〜
30
日
に
群
馬
県
高

崎
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

　１月11日に湖北児童クラブ、浜
口児童クラブで「はみんぐ」による
冬休みお話し会が開かれました。
　読み聞かせのほか、八竜カルタ
やもちつきも行われたくさんの子
どもたちが参加していました。

　

１
月
５
日（
金
）、
山
本
公
民
館
で
新
年
恒
例
の
書
き
初
め

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
小
中
学
生
62
名
が
参
加
し
、

講
師
の
今
野
静
子
さ
ん
（
林
崎
）
指
導
の
も
と
課
題
に
挑
戦
。

１
枚
１
枚
丁
寧
に
練
習
し
、渾
身
の
一
作
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

金
賞  

加
藤　

未
夢
（
湖
北
小
）

銀
賞  

石
井　

羽
未
（
金
岡
小
）

銀
賞  

志
戸
田
優
哉
（
金
岡
小
）

銀
賞  

笹
村　
　

紫
（
金
岡
小
）

銀
賞  

三
浦　

叶
聖
（
森
岳
小
）

銅
賞  

清
水　

音
色
（
湖
北
小
）

  

６
年
生

金
賞  

後
藤　

愛
琉
（
金
岡
小
）

金
賞  

近
藤　

七
海
（
下
岩
川
小
）

金
賞  

佐
々
木
香
穂
（
森
岳
小
）

金
賞  

清
水　

爽
音
（
浜
口
小
）

銀
賞  

中
嶋　

愛
子
（
金
岡
小
）

銀
賞  

西
川　

璃
音
（
金
岡
小
）

銀
賞  

三
浦　

万
歩
（
森
岳
小
）

銅
賞  

佐
々
木
楓
真
（
金
岡
小
）

銅
賞  

安
田　

彩
乃
（
金
岡
小
）

銅
賞  

進
藤　

大
雅
（
湖
北
小
）

  

中
学
生

金
賞  

田
川　

陽
菜

（
山
本
中
・
３
年
）

銅
賞  

櫻
庭　

依
吹
（
森
岳
小
）

銅
賞  

檜
森　

一
花
（
浜
口
小
）

  

４
年
生

金
賞  

白
鳥　

心
寧
（
琴
丘
小
）

金
賞  

板
垣　

茉
稟
（
金
岡
小
）

金
賞  

後
藤　

叶
夢
（
下
岩
川
小
）

金
賞  

吉
田
璃
孔
斗
（
森
岳
小
）

金
賞  

信
太　

葵
衣
（
森
岳
小
）

銀
賞  

工
藤
穂
乃
佳
（
琴
丘
小
）

銀
賞  

西
村　

由
奈
（
琴
丘
小
）

銀
賞  

池
内　

ら
な
（
金
岡
小
）

銀
賞  

信
太　
　

結
（
金
岡
小
）

銀
賞  

信
太　

茄
恋
（
金
岡
小
）

銀
賞  

堀
口　

琉
輔
（
森
岳
小
）

銀
賞  

藤
嶋　

寛
隆
（
森
岳
小
）

銅
賞  

田
村　

心
花
（
琴
丘
小
）

銅
賞  

工
藤　

未
瑚
（
金
岡
小
）

銅
賞  

櫻
田　
　

雅
（
金
岡
小
）

銅
賞  

石
井　

美
羽
（
金
岡
小
）

銅
賞  

大
久
保
煌
仁
（
森
岳
小
）

銅
賞  

吉
岡　

寿
吉
（
浜
口
小
）

銅
賞  

進
藤　

心
温
（
湖
北
小
）

  
５
年
生

金
賞  

湊　
　

朱
央
（
下
岩
川
小
）

金
賞  
近
藤　

由
奈
（
下
岩
川
小
）

三
種
町
新
年
書
き
初
め
大
会

平
成　　

年
30

両チームとも優勝目指してがんばってください

全
国
大
会
出
場

祝はみんぐお話し会

平成30年２月 24

  

１
年
生

金
賞 

渡
邊

真
央
（
琴
丘
小
）

金
賞  

成
田

優
斗
（
金
岡
小
）

金
賞  

信
太

大
雅
（
金
岡
小
）

銀
賞 

信
太

咲
郁
（
金
岡
小
）

銅
賞  

珍
田

大
翔
（
金
岡
小
）

銅
賞  

児
玉

絆
愛
（
湖
北
小
）

銅
賞 

渡
辺

陽
士
（
湖
北
小
）

  

２
年
生

金
賞  

白
鳥

珀
哉
（
琴
丘
小
）

金
賞  

藤
原

梨
瑚
（
金
岡
小
）

金
賞  

田
村

葵
（
金
岡
小
）

銀
賞  

田
村
ま
ひ
る
（
金
岡
小
）

銅
賞  

菊
地

紗
菜
（
金
岡
小
）

銅
賞  

藤
原

瑛
音
（
森
岳
小
）

銅
賞  
大
久
保
星
冴
（
森
岳
小
）

  

３
年
生

金
賞  

田
中

心
音
（
金
岡
小
）

金
賞  

櫻
田

美
咲
（
森
岳
小
）

金
賞  

加
藤

優
雅
（
湖
北
小
）

銀
賞  

石
川

怜
（
琴
丘
小
）

銀
賞
佐
藤

芭
瑠
（
金
岡
小
）

銀
賞  

石
井

桐
矢
（
金
岡
小
）

銀
賞
荒
川

瑞
稀
（
浜
口
小
）

銅
賞
山
谷

結
愛
（
金
岡
小
）

生涯学 習通信 2 月月月月月月月月号号号号号号号号月

12
月月
2323
日
に
日
に
秋
田
秋
田
市市

雄
和
あ
き
あ
き
た
ス
た
ス
カ
イ
カ
イ

ド
ー
ム
でで
開
催
開
催
さ
れ

た
、
第第
1111
回
全
回
全
日
本
春春

季
ソ
フフ
ト
ボ
ー
ボ
ー
ル
大
ル

会会

秋
田
県県
予
選
で
選
で
琴
丘
琴
丘
ドド

リ
ー
ムム
シシ
ャ
イ
ャ
イ
ン
がが
初初

優
勝
しし
まま
し
た
し
た
。

全
国国
大
会
はは
３
月
３

2525

日
〜
2727
日
にに
広
島
広
島
県
尾
県
尾

道
市
でで
行
わ
れ
ま
す
ま

。

１
月月
６
日
〜
９
日
に

秋
田
市市
立
体
育
館
で
行

わ
れ
た
、
第
46
回
秋
田

県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
交
歓
大
会
で
森

岳
Ｍ
Ｂ
Ｃ
が
初
優
勝
し

ま
し
た
。

全
国
大
会
は
３
月
28

日
〜
30
日
に
群
馬
県
高

崎
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

１月11日に湖北児童クラブ、浜
口児童クラブで「はみんぐ」による
冬休みお話し会が開かれました。
読み聞かせのほか、八竜カルタ
やもちつきも行われたくさんの子
どもたちが参加していましたどもどど たちが参加していて ました。

１１１１１１１１１１１１１１
月
５
月
５
月
５
月
５
月
５
月
５
月
５
月
５
月月月
５
月
５５
日（日（日（日（日（日（日（日日（日（（
金
）
金
）
金
）
金
）
金
）
金
）
金
）
金金
）
金
）、
山
、
山
、
山
、
山
、
山
、
山
、
山
、
山
、
山山山山山山
本
公
本
公
本
公
本
公
本
公
本
公
本
公
本
公
本
公
本
公
本本
公
本
公公公
民
館
民
館
民
館
民
館
民
館
民
館
民
館
民
館
民
館
民
館
民
館
民
館
で
新
で
新
で
新
で
新
で
新
で
新
で
新
で
新
ででで

年
恒
年
恒
年
恒
年
恒
年
恒
年年年
恒
年
恒恒
例
の
例
の
例
の
書
き
書書
きききき
初
め
初初初
め

大
会
大
会
大
会
大大
会
大大大
会
大
会
大
会
大
会会会会
が
開
ががががががが
開開開開開開開開開
催
さ
催
さ
催
さ
催
さ
催催催催催
さ
催催
さ
れ
ま
れ
ま
れ
ま
れ
ま
れ
ま
れ
ま
れ
ま
し
た
し
た
し
た
し
た
し
た
しし
た
しし
た
。
町
。
町
。
町
。
町
。
町町町
内
小
内
小
内内
小
内
小
内
小小小小小小小小小小小小小
中中中
学
中
学
中中中
学
生生生生生
622
名
が
名
がが
参
加
参
加
し
、

講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師師
ののののの
今今今今今今今
野
静
野
静
野
静
野
静
野
静
野
静
子
さ
子
さ
子
さ
子
さ
子
さ
子
さ
ん
（
ん
（
んんん
（
林
崎
林
崎
林林
崎
）））
指指指指指指指
導導導導導導導導
の
導
の
導
の
も
と
もも
と
も
と
も

課
題
課
題
に
挑
に

戦
。

１
枚
１
枚
１
枚
１
枚
１
枚
１
枚枚
１
枚
１１
枚
１
枚枚
丁
寧
丁
寧
丁
寧
丁
寧
に
練
に
練
に
練
習
し
習
し
習

、渾、渾
身
の
身
ののの
一
作
一
作作作作作作
を
書
を
書
き
上
き
上
げ
ま
し
た
。

結結
果
は
果
は
次
の
次
の
と
お
と
おお
り
で
り
で
す
。
す
。

金
賞 

北
小
）

加
藤

未
夢
（
湖
北

銀
賞  

岡
小
）

石
井

羽
未
（
金
岡

銀
賞  

岡
小
）

志
戸
田
優
哉
（
金
岡

銀
賞 

岡
小
）

笹
村

紫
（
金
岡

銀
賞  

岳
小
）

三
浦

叶
聖
（
森
岳

銅
賞  

北
小
）

清
水

音
色
（
湖
北

６
年
生

金
賞  

岡
小
）

後
藤

愛
琉
（
金
岡

金
賞 

近
藤

七
海
（
岩
川
小

下
岩

）

金
賞  

岳
小
）

佐
々
木
香
穂
（
森
岳

金
賞  

口
小
）

清
水

爽
音
（
浜

銀
賞 

岡
小
）

中
嶋

愛
子
（
金
岡

銀
賞  

岡
小
）

西
川

璃
音
（
金
岡

銀
賞  

岳
小
）

三
浦

万
歩
（
森
岳

銅
賞 

岡
小
）

佐
々
木
楓
真
（
金
岡

銅
賞
銅
賞  

安
田

彩
乃
（
金
岡
小
）

安
田

彩
乃
（
金
岡

銅
賞  

進
藤

大
雅
（
湖
北
小
）

中
学
生

金
賞  

田
川

陽
菜

（
山
本
中
・
３
年
）

銅
賞
銅

  

櫻
庭

依
吹
（
森
岳
小
）

銅
賞 

檜
森

一
花
（
浜
口
小
）

  

４
年
生

金
賞 

白
鳥

心
寧
（
琴
丘
小
）

金
賞  

板
垣

茉
稟
（
金
岡
小
）

金
賞  

後
藤

叶
夢
（
下
岩
川
小
）

金
賞 

吉
田
璃
孔
斗
（
森
岳
小
）

金
賞
金
賞  

信
太

葵
衣
（
森
岳
小
）

信
太

葵
衣
（
森
岳
小
）

銀
賞  

工
藤
穂
乃
佳
（
琴
丘
小
）

銀
賞  

西
村

由
奈
（
琴
丘
小
）

銀
賞  

池
内

ら
な
（
金
岡
小
）

銀
賞  

信
太

結
（
金
岡
小
）

銀
賞  

信
太

茄
恋
（
金
岡
小
）

銀
賞  

堀
口

琉
輔
（
森
岳
小小
）

銀
賞  

藤
嶋

寛
隆
（
森
岳
小小
）

銅
賞  

田
村

心
花
（
琴
丘
小小
）

銅
賞  

工
藤

未
瑚
（
金
岡
小小
）

銅
賞  

櫻
田

雅
（
金
岡
小小
）

銅
賞  

石
井

美
羽
（
金
岡
小小
）

銅
賞  

大
久
保
煌
仁
（
森
岳
小小
）

銅
賞  

吉
岡

寿
吉
（
浜
口
小小
）

銅
賞  

進
藤

心
温
（
湖
北
小小
）

  
５
年
生

金
賞
湊

朱
央
（
下
岩
川
小小
）

金
賞
近
藤

由
奈
（
下
岩
川
小小
）

三三三三三三三三三三三三三三三三三
種種種種種種種種種種種種種種
町町町町町町町町町町町町町町町
新新新新新新新新新新新新新新新新新
年年年年年年年年年年年年年年年
書書書書書書書書書書書書書書書書書
きききききききききききき
初初初初初初初初初初初初初初
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成　　

年年年年年年年年年年年年年年
000000

両チームとも優優勝目指してがんばってくださいがんばってくださいがんば くださ両チ ムとも優優勝目指して両 とも優勝目指し

全全全全全
国
大大大大大大
会会会会会
出
場場場場場場場

祝はみんぐお話し会
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● 教育委員会
　 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　　☎87－2113
　 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　　☎87－2222
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

「能代市ふるさと人材育成・
定住促進奨学金奨学生」を募集します

平
成
30
年
度

　

お
話
し
の
世
界
を
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
年
齢
や
性
別
を
問

わ
ず
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

山
本
地
区
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
「
あ
の
ね
の
ネ
」
を
仲
間
と

設
立
。
今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
山
本

地
区
に
は
、
３
つ
の
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
学
校
順

に
二
人
一
組
に
な
っ
て
、
絵
本
選
び
か
ら
役
割

分
担
ま
で
す
べ
て
お
任
せ
で
読
み
聞
か
せ
を
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
表
現
力
の
豊
か
さ
、
物

お
じ
し
な
い
堂
々
と
し
た
話
し
方
に
感
心
し
、

若
さ
あ
ふ
れ
る
絵
本
は
素
晴
ら
し
い
内
容
で
時

代
の
流
れ
を
感
じ
つ
つ
も
、
こ
の
よ
う
な
交
流

を
通
し
て
、
お
互
い
に
勉
強
、
刺
激
し
あ
っ
て

い
ま
す
。
見
に
来
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
こ
の
次
私
も
読
み
た
い
」
と
い
う
嬉
し
い
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
あ
る
女
の
子
は
、

「
か
ぐ
や
ひ
め
」
と
い
う
題
で
現
代
の
様
子
を

絵
入
り
の
創
作
紙

芝
居
を
か
い
て
、

発
想
と
展
開
の
面

白
さ
に
大
笑
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の

良
い
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
り
、伸

び
ゆ
く
力
に
頼
も

し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。大
人
も
子

ど
も
も
共
に
歩
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
生
涯
学
習
奨
励
員

　

今
野　

静
子
）

いいとこ み～つけた

子
ど
も
た
ち
の
良
い
所

た
く
さ
ん
あ
り

月　 日 大　　会　　名  （ 競 技 名 ） 会　　　場

２月４日 第10回ＪＡ秋田やまもと組合長杯
ミニバスケットボール大会 琴丘総合体育館

２月４日 第12回三種町音楽演奏会 山本ふるさと文化館
２月17日 三種町スポーツ・文化栄誉賞授与式 琴丘総合体育館

２月18日 第10回三種町
８人制バレーボール大会 琴丘総合体育館

２月のスポーツ・文化行事

硬式の部
◆開 催 日  ３月11日（日）　　◆場　所  山本体育館
◆種　　目  団体（１複２単）３～４名
 （男女同一ブロック）
◆参 加 料  １チーム　3,000円
◆申込締切  ２月23日必着
◆申込先・連絡先  泉 一行　
　TEL 090-8786-1660　FAX 85-2509

ラージの部
◆開 催 日  ３月18日（日）　　◆場　所  八竜体育館
◆種　　目  団体戦 ６人（男女３名）による
 混合ダブルス
◆参 加 料  １人　1,000円
◆申込締切  ３月２日必着
◆申込先・連絡先  清水洋子
　TEL・FAX　85-2487　携帯 090-6252-2930

　

能
代
市
で
は
、
能
代
市
及
び
三
種
町
、

八
峰
町
、
藤
里
町
の
住
民
の
子
弟
で
大
学

生
等
（
短
期
大
学
、
専
門
学
校
、
大
学
院

を
含
む
）
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
制
度
を

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
10

年
間
実
施
し
て
い
ま
す
。（
今
回
が
最
後
の

募
集
と
な
り
ま
す
。）

　

ご
希
望
の
方
は
、
募
集
要
項
を
ご
確
認

の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
貸
与
人
数

毎
年
20
人
（
能
代
市
13
人
、三
種
町
４
人
、

八
峰
町
２
人
、
藤
里
町
１
人
）

※
平
成
30
年
４
月
新
規
入
学
生
以
外
の
在

校
生
も
応
募
で
き
ま
す
。

◆
貸
与
金
額

・
月
額　

４
５
，
０
０
０
円
以
内

◆
申
請
期
間
及
び
申
請
先

・
申
請
期
日

　
平
成
30
年
３
月
１
日（
木
）〜
３
月
30
日（
金
）

（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

・
申
請
先　

居
住
す
る
地
域
の
教
育
委
員

会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
各
市
町
教
育
委
員
会
及
び
能

代
市
内
の
高
校
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
能
代
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
募

集
要
項
を
ご
確
認
下
さ
い
。

◆
奨
学
生
の
決
定
及
び
通
知

・
能
代
市
で
採
用
者
を
決
定
し
、
５
月
上

旬
頃
採
否
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　

三
種
町
教
育
委
員
会　

学
事
係

　

☎
８
７
―
２
１
１
５

三種町卓球大会

広報 みたね
mitane town
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● 教育委員会
　 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　 ☎87－2113
　 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　 ☎87－2222
● 琴丘公民館 ☎87－3232
● 山本公民館 ☎83－2354
● 八竜公民館 ☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

「能代代市市ふふふるるさささととと人人人人材材材育育成成成・・
定住促促進奨学金金奨奨学学生生」をを募募集集しししまますすす

平
成
30
年
度

お
話
し
の
世
界
を
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ど
も
か

ら
大
人
ま
で
年
齢
や
性
別
を
問

わ
ず
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

山
本
地
区
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
「
あ
の
ね
の
ネ
」
を
仲
間
と

設
立
。
今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
山
本

地
区
に
は
、
３
つ
の
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
学
校
順

に
二
人
一
組
に
な
っ
て
、
絵
本
選
び
か
ら
役
割

分
担
ま
で
す
べ
て
お
任
せ
で
読
み
聞
か
せ
を
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
表
現
力
の
豊
か
さ
、
物

お
じ
し
な
い
堂
々
と
し
た
話
し
方
に
感
心
し
、

若
さ
あ
ふ
れ
る
絵
本
は
素
晴
ら
し
い
内
容
で
時

代
の
流
れ
を
感
じ
つ
つ
も
、
こ
の
よ
う
な
交
流

を
通
し
て
、
お
互
い
に
勉
強
、
刺
激
し
あ
っ
て

い
ま
す
。
見
に
来
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
こ
の
次
私
も
読
み
た
い
」
と
い
う
嬉
し
い
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
あ
る
女
の
子
は
、

「
か
ぐ
や
ひ
め
」
と
い
う
題
で
現
代
の
様
子
を

絵
入
り
の
創
作
紙

芝
居
を
か
い
て
、

発
想
と
展
開
の
面

白
さ
に
大
笑
い
。

子
ど
も
た
ち
の

良
い
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
り
、伸

び
ゆ
く
力
に
頼
も

し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。大
人
も
子

ど
も
も
共
に
歩
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
生
涯
学
習
奨
励
員

今
野

静
子
）

いいとこ み～つけた

子
ど
も
た
ち
の
良
い
所

た
く
さ
ん
あ
り

月　 日 大　　会　　名  （ 競 技 名 ） 会　　　場

２月４日 第10回ＪＡ秋田やまもと組合長杯
ミニバスケットボール大会 琴丘総合体育館

２月４日 第12回三種町音楽演奏会 山本ふるさと文化館
２月17日 三種町スポーツ・文化栄誉賞授与式 琴丘総合体育館

２月18日 第10回三種町
８人制バレーボール大会 琴丘総合体育館

２月のスポーツ・文化行事

硬式の部
◆開 催 日 ３月11日（日）　 ◆場　所  山本体育館
◆種　　目  団体（１複２単）３～４名
 （男女同一ブロック）
◆参 加 料  １チーム　3,000円
◆申込締切  ２月23日必着
◆申込先・連絡先  泉 一行
　TEL 090-8786-1660　FAX 85-2509

ラージの部
◆開 催 日  ３月18日（日）　 ◆場　所  八竜体育館
◆種　　目  団体戦 ６人（男女３名）による
 混合ダブルス
◆参 加 料  １人　1,000円
◆申込締切  ３月２日必着
◆申込先・連絡先  清水洋子
　TEL・FAX　85-2487　携帯 090-6252-2930

種
町
、

能能
代
市
代
市
で
は
で

、
能
代
市
及
び
三
種で大

学

八
峰
八
峰
八
峰
町
、
町
、、
藤藤
里
町
の
住
民
の
子
弟
で大

学
院

生生
等
生
等
生
等
（
短
（
短短
期
大
期
大
学
、
専
門
学
校
、
大制

度
を

を
含
を
含
を
含
を

む
）
むむ
）
を
対
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
制

平
成
平
成
平
成
平
成
212121
年
度
年
度
か
ら
平
成
30

で
の

年
度
ま
で

10

最
後
の

年
間
年
間
年
間
実
施
実
施
実

し
て
い
ま
す
。（
今
回
が
最

募
集
募
集
募
集
と
な
と
なな
り
ま
す
。）

ご
確
認

ごごご
希
望
希
望
希

の
方
の

は
、
募
集
要
項
を
ご

の
う
の
う
のの
う
え
、
え
、
申申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
貸
与
人
数

毎
年
毎
年
20
人
（
能
代
市
13

４
人
、

人
、三
種
町

八
峰
八
峰
町
２
人
、
藤
里
町
１
人
）

※
平
※
平
成
30

外
の
在

年
４
月
新
規
入
学
生
以
外

校
生
校

も
応
募
で
き
ま
す
。

◆
貸
与
金
額

・
月
額

４
５
，
０
０
０
円
以
内

◆
申
請
期
間
及
び
申
請
先

・
申
請
期
日

平
成
30
年
３
月
１
日（
木
）〜
３
月
30
日（
金
）

（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

・
申
請
先

居
住
す
る
地
域
の
教
育
委
員

会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
各
市
町
教
育
委
員
会
及
び
能

代
市
内
の
高
校
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
能
代
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
募

集
要
項
を
ご
確
認
下
さ
い
。

◆
奨
学
生
の
決
定
及
び
通
知

・
能
代
市
で
採
用
者
を
決
定
し
、
５
月
上

旬
頃
採
否
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

三
種
町
教
育
委
員
会

学
事
係

☎
８
７
―
２
１
１
５

三種町卓球大会

広報 みたね
mitane town
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インフォメーションインフォメーション社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

●

と　

き　

　

２
月
15
日　

14
時
〜
16
時

●

と
こ
ろ　

　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

●

要
予
約　
１
名
あ
た
り
30
分

以
内
の
相
談
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
最
大
４
名
ま
で
）

◆
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
…

　

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
８
３
―
４
８
６
１　

＊
こ
の
事
業
は
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
配
分
金
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

●

歌
謡
教
室

　

２
月
24
日　

13
時
〜
16
時

※
２
月
の
休
館　

　

５
、
13
、
19
、
26
日

問
い
合
わ
せ
先
…

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

☎
５
８
―
５
２
９
5

『
み
た
ね
ホ
ッ
と
カ
ー
ド
』が

２
月
１
日（
木
）か
ら
新
し
く

切
り
換
わ
り
ま
す
！

　

皆
様
か
ら
ご
愛
顧
い
た
だ
い

て
い
る
「
み
た
ね
ホ
ッ
と
カ
ー

ド
」
は
３
月
末
で
有
効
期
限
を

迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
新
カ
ー
ド
を
発
行
し

ま
す
が
、
手
続
き
は
次
の
と
お

り
で
す
。
現
在
の
ポ
イ
ン
ト
は

そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
ま
す
が

４
月
１
日
以
降
は
旧
カ
ー
ド
が

無
効
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

●

「
端
数
カ
ー
ド
」

＝
２
月
１
日
〜
３
月
31
日
の
期

間
、
お
近
く
の
加
盟
店
で
打

ち
換
え

●

「
満
点
カ
ー
ド
」

＝
３
月
31
日
ま
で
、
そ
の
ま
ま

お
買
い
物
券（
５
０
０
円
券
）

と
し
て
利
用

※
２
月
は
新
カ
ー
ド
ス
タ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ポ
イ
ン
ト

３
倍
セ
ー
ル
）を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

み
た
ね
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会

（
三
種
町
商
工
会
内
）

　

☎
８
３
―
３
０
１
０

性
暴
力
被
害
者
の
相
談

窓
口
を
設
置

　

県
で
は
、
性
暴
力
被
害
者
を

支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
相
談

窓
口「
ほ
っ
と
ハ
ー
ト
あ
き
た
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

電
話
や
面
接
で
の
相
談
の
ほ

か
、
医
療
機
関
等
へ
の
付
き
添

い
な
ど
相
談
者
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

受
付
日
時　

月
〜
金
曜
日

　

10
時
〜
19
時
（
土
・
日
・
祝

日
、
年
末
年
始
除
く
）

☎
０
８
０
０
―
８
０
０
６
―
４
１
０

（
ほ
っ
と
）

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
県
民
生
活
課

☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
５
２
２

性
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
へ

　

県
警
察
で
は
、
性
犯
罪(

強

制
性
交
等
、
強
制
わ
い
せ
つ)

に
遭
わ
れ
た
方
や
、
ご
家
族
か

ら
の
相
談
専
用
の
「
性
犯
罪
被

害
相
談
電
話
」
を
開
設
し
、「
性

犯
罪
担
当
の
警
察
官
」
が
お
話

を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
に
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

連
絡
先

☎
０
１
２
０
―
０
２
８
―
１
１
０

(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル)

☎
＃
８は
ー
と
さ
ん

１
０
３(

全
国
共
通
番
号)

●

担
当　

秋
田
県
警
察
本
部
刑

事
部
捜
査
第
一
課

※
夜
間
・
休
日
は
当
直
員
が
対

応
し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
筆
界
特
定
制
度
」

　
「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
土

地
の
筆
界
（
境
界
）
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
す
る
た
め
、
法
務
局
が

現
地
に
お
け
る
筆
界
の
位
置
を

特
定
す
る
制
度
で
す
。

　

隣
接
地
と
の
筆
界
が
分
か
ら

ず
困
っ
て
い
る
方
、
筆
界
に
つ

い
て
隣
地
の
所
有
者
と
意
見
が

一
致
せ
ず
に
困
っ
て
い
る
方

は
、
筆
界
特
定
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
地
方
法
務
局
登
記
部
門
筆

界
特
定
室

☎
０
１
８
―
８
６
２
―
１
４
４
２

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」の

ご
案
内

　

東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務

所
で
は
、
自
ら
の
収
入
で
返
済

し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱

え
、
お
悩
み
の
方
が
た
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状

況
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を

行
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
。

●
相
談
窓
口

財
務
省
東
北
財
務
局
秋
田
財

務
事
務
所
理
財
課

●

受
付
時
間 

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
正
午
・
13
時
〜

16
時
30
分
、（
祝
日
、
年
末
年

始
除
く)

☎
０
１
８
―
８
６
２
―
４
１
９
６

（
専
用
）

「
出
前
講
座
」
の
ご
案
内

　

東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務

所
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
等
の
会
合
に
お
伺
い

し
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
を

目
的
と
し
た
「
金
融
犯
罪
被
害

防
止
の
た
め
の
出
前
講
座
」
お

よ
び
家
計
管
理
や
消
費
生
活
に

関
す
る
「
金
融
経
済
教
育
の
出

前
講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

●

講
座
メ
ニ
ュ
ー

・
振
り
込
め
詐
欺
や
未
公
開
株

勧
誘
等
の
「
特
殊
詐
欺
」
の
手

口
と
対
策
・
家
計
管
理
や
消
費

生
活
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
多
重

債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
（
ヤ

ミ
金
融
を
含
む
）
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

財
務
省
東
北
財
務
局
秋
田
財
務

事
務
所
理
財
課

☎
０
１
８
―
８
６
２
―
４
１
９
６

女
性
司
法
書
士
に
よ
る
女
性

の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

●

と　

き　

３
月
17
日

　
　
　
　
　

10
時
30
分
〜
16
時

●

と
こ
ろ

　

秋
田
県
司
法
書
士
会
館
３
階

　

相
談
は
面
談
の
み
。
予
約
不

要
で
す
の
で
会
場
へ
直
接
お
越

し
下
さ
い
。

※
女
性
の
た
め
の
相
談
会
で
す

の
で
、
男
性
の
方
の
入
室
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
８
―
８
２
４
―
０
１
８
７

三種町鵜川字内田18（八竜幼稚園様向かい）

社会福祉法人明和会

●●●●●見学随時受付●●●●●

入園申込受付中

お問い合わせは 八竜保育園 TEL0185-88-8986

町内外問わず
どなたでも入園できます

入園年齢▶０歳（生後２ヶ月）～２歳のお子様
くるみの森開催（未就園児親子教室）
毎週金曜日　9：30～10：30

町内外問わず
どなたでも入園できます

広告
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●

募
集
人
数　

22
人

●

任　

期　
　

　

平
成
30
年
７
月
20
日
か
ら

　

平
成
33
年
７
月
19
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
３
年
間
）

●

報　

酬
（
月
額
）

　

会　

長　

３
万
８
７
０
０
円

　

会
長
職
務
代
理
者　

　
　
　
　
　
　

３
万
３
０
０
円

　

委　

員　

２
万
９
３
０
０
円

●

主
な
業
務

・
農
地
法
の
規
定
に
よ
る
農
地

利
用
に
関
す
る
許
可
、
進
達

・
町
長
か
ら
の
農
地
利
用
に
関

す
る
諮
問
に
対
す
る
答
申
、

転
用
違
反
等
の
是
正
指
導

・
遊
休
農
地
の
発
生
及
び
解
消

に
向
け
て
の
調
整

・
毎
月
の
農
業
委
員
会
及
び
各

種
会
議
等
へ
の
参
加

●

推
薦
を
受
け
る
者
ま
た
は

　

応
募
す
る
者
の
資
格

　

農
業
に
対
す
る
識
見
を
有

し
、
農
地
等
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の

農
業
委
員
会
の
所
掌
に
関
す
る

事
項
に
関
し
、
そ
の
職
務
を
適

切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
、
委
員
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
三
種
町
に
住
所
を
有
し
な
い

者
・
破
産
手
続
の
決
定
を
受
け
て

復
権
を
得
て
い
な
い
者

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま

で
、
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

の
者

・
三
種
町
職
員
で
あ
る
者
（
臨

時
的
任
用
職
員
及
び
非
常
勤

職
員
を
除
く
。）

●

募
集
期
間　

　

２
月
26
日
〜
３
月
30
日

●

申
込
方
法　
　

　

農
業
者
ま
た
は
農
業
者
が
組

織
す
る
団
体
等
に
よ
る
推
薦
と

一
般
公
募
に
よ
り
募
集
を
行
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
８
５
―
４
８
３
２

が
ん
患
者
医
療
用
補
正
具
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

県
で
は
、
が
ん
治
療
に
伴
い

医
療
用
補
正
具（
ウ
ィ
ッ
グ（
か

つ
ら
）、
ま
た
は
乳
房
補
正
具
）

を
使
用
す
る
方
に
対
し
、
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

●

実
施
主
体　

秋
田
県

●

対
象
者　

平
成
29
年
４
月
１

日
以
降
に
、
が
ん
治
療
に
伴
い

医
療
用
補
正
具
を
購
入
し
た
方

●

対
象
経
費　

ウ
ィ
ッ
グ
お
よ

び
乳
房
補
正
具
の
購
入
費
用

●

助
成
限
度
額

　

ウ
ィ
ッ
グ　
　

１
万
５
千
円

　

乳
房
補
正
具　

１
万
円

●

申
請
先

　

秋
田
市
以
外
に
お
住
ま
い
の

方
は
住
所
地
を
管
轄
す
る
県
地

域
振
興
局
福
祉
環
境
部
、
秋
田

市
の
方
は
県
が
ん
対
策
室
で
行

い
ま
す
。

●

申
請
期
限

　

今
年
度
中(

平
成
29
年
４
月

１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日)

に
購
入
し
た
補
正
具
の
申
請

は
、
３
月
末
ま
で
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●

詳
し
く
は
「
美
の
国
あ
き
た

ネ
ッ
ト
」、「
が
ん
患
者
医
療
用

補
正
具
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。」
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

h
ttp

://w
w
w
.p
re
f.

a
k
ita
.lg
.jp
/p
a
g
e
s
/

archive/26803

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
健
康
福
祉
部　

が
ん
対

策
室

☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
４
２
８

公
共
職
業
訓
練
４
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

●

訓
練
期
間　

　
４
月
３
日
〜
９
月
28
日（
６
か
月
）

●

訓
練
会
場　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

●

訓
練
科
（
定
員
）

・
機
械
加
工
技
術
科
（
15
名
）

・
電
気
設
備
技
術
科
（
15
名
）

・
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
名
）

●
募
集
期
間　

　

２
月
１
日
〜
２
月
28
日

●

受
講
料　

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

◆
毎
週
金
曜
日
に
施
設
見
学
会

を
行
っ
て
い
ま
す
（
雇
用
保
険

受
給
中
の
方
は
就
職
活
動
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
） 

訓
練
課　

受
講
者
第
一
係

☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
30
・
31
年
度
「
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
人
員　

48
名
程
度

●

モ
ニ
タ
ー
依
頼
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り

　

２
年
間

●

お
願
い
す
る
内
容

　

国
有
林
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答
・
現
地
見
学
会
お

よ
び
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

●

応
募
資
格　

青
森
県
、
岩
手

県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
お
よ
び

山
形
県
に
お
住
ま
い
の
、
満
18

歳
以
上
の
方
。
た
だ
し
、
原
則

と
し
て
次
の
方
を
除
き
ま
す
。

⑴
国
会
お
よ
び
地
方
議
会
議
員

⑵
地
方
公
共
団
体
の
長

⑶
常
勤
の
国
家
公
務
員

●

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

東
北
森
林
管
理
局
企
画
調
整
課

林
政
推
進
係

〒
０
１
０
―
８
５
５
０

秋
田
市
中
通
５
丁
目
９
番
16
号

☎
０
１
８
―
８
３
６
―
２
２
２
８

fax
０
１
８
―
８
３
６
―
２
０
３
１

メ
ー
ル　

t_kikaku@
m
aff.go.jp

県
民
向
け
手
話
教
室
の

ご
案
内

　

山
本
地
域
振
興
局
福
祉
環
境

部
で
は
、
県
民
の
方
が
た
を
対

象
に
手
話
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
手
話
が
初
め
て
の
方
で
も

大
歓
迎
で
す
。
こ
の
機
会
に
楽

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●

と　

き　

２
月
７
日

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●

と
こ
ろ　

山
本
地
域
振
興
局

福
祉
環
境
部　

２
階
会
議
室

●

対　

象　

県
内
在
住
の
方

　
　
　
　
　
（
30
名
程
度
）

●

内　

容　

手
話
を
用
い
た
簡

単
な
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
な

ど
を
学
び
ま
す
。

●

参　

加　

事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

山
本
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

☎
５
５
―
８
０
２
３

住所／三種町鵜川字内田18
TEL 0185－85－2241

町内外問わずどなたでも
見学・問い合わせ　
保育時間　7：30～18：30

（未就園児親子教室）
毎週金曜日 １０：００～１１：００

学校
法人 職員募集中入園申込受付中

広告

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委

員
の
選
出
方
法
が
「
選
挙
制
」
か
ら
、
町
長
が
議
会
の
同

意
を
得
て
任
命
す
る
「
任
命
制
」
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
種
町
農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
平
成
30
年
７
月
19
日

を
も
っ
て
現
在
の
農
業
委
員
の
任
期
が
満
了
し
、
翌
７
月

20
日
か
ら
新
制
度
に
よ
る
農
業
委
員
会
へ
移
行
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
農
業
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

農
業
委
員
を
公
募
し
ま
す

広報 みたね
mitane town
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行事予定

2月
町の人口と世帯数

●人　口 17,084人 （-28）
　 【男】 7,933人   （- 4）
　 【女】 9,151人   （-24）
●世帯数 6,997戸   （+ 2）
※平成29年12月末現在、（  ）内前月比

　今年は戌年。テレビニュースのお天気
コーナーで、12年前戌年の１月に秋田
県では豪雪だったことを振り返っていま
した。あのときの記憶では、朝起きたら
びっくりするほどの積雪でした。
　そのとき、「犬」を飼っていたので、犬

小屋の様子を見にいったら、小屋は雪に埋
もれて姿は見えません。雪かきをしてい
ると、目の前にひょっこりと現れて、何
もなかったかのように「ごはんちょうだ
い！」と言わんばかりの顔をしていたの
を思い出し、一人で笑ってしまいました。
　今年もまだ雪降る季節。雪かきや雪下
ろし作業などにはくれぐれも気をつけて
ください。　　　　　　　　　　　 （ひ）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 木

2 金 ドラえもんひろば「豆まき会に参加しよう！」（森岳保育園　９：30～11：30）
わくわくひろば「みんなで豆まき✿鬼は外！」（琴丘保育園　９：30～11：30）

3 土
4 日 三種町音楽演奏会（山本ふるさと文化館　13：00開演）
5 月 健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　９：30～11：30）
6 火 転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜改善センター　10：00～11：30）

7 水 特設人権相談所開設（八竜ふれあいセンター　10：00～15：00）
わく・ドラ・メロン「おさがり交換会」（八竜改善センター　９：30～11：30）

8 木 健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　９：30～11：30）

9 金 鵜川保育園開放日「みんななかよし！」
２歳児歯科健診（保健センター）

10 土 カフェコン in リエゾン スノーモービル体験（森岳温泉36ゴルフ場）
11 日 建国記念の日
12 月 振替休日

13 火 転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ａ（パレス琴丘　10：00～11：30）
わくわくひろば「おひなさまを作りましょう！（発育測定）」（琴丘保育園　９：30～11：30）

14 水 メロンキッズひろば「おひなさま作り」（八竜改善センター　９：30～11：30）

15 木 おれんじカフェ（琴丘地域拠点センター　13：30～15：00）
ドラえもんひろば「ひな人形をつくりましょう！」（森岳保育園　９：30～11：30）

16 金 八竜保育園・八竜幼稚園開放日「おやつパーティー」（保育園9：30～10：30・幼稚園10：00～11：00）
17 土
18 日

19 月 がん患者のつどい（保健センター　13：30～）
健康相談・八竜どうもの会出前交流サロン（鵜川地区館　13：30～15：30）

20 火

琴丘地域行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）
転倒予防教室　いきいき元気塾（山本公民館　10：00～11：30）
三地区なかよし交流会「親子クッキング！おひなさまメニュー」（ＪＡやまもと本店　９：30～11：30）
３歳児健診（保健センター）
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）

21 水
山本地域行政相談所開設（山本公民館　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所開設（ふれあいセンター　10：00～12：00）
浜口保育園開放日「お店やさんごっこ」

22 木 乳児健診（保健センター）
健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）

23 金
24 土
25 日

26 月 健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）
みたねの若者作戦会議（琴丘地域拠点センター　19：00～）

27 火 心のふれあい相談員フォローアップ研修（保健センター　10時～）

28 水 認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（山本公民館　10：00～11：30）
時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）

平成30年２月 28




